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未
承
認
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
と

海
賊
行
為
と
の
関
係
（
四
・
完
）

―
―
海
賊
行
為
の
「
私
的
目
的
」
要
件
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
―
―

和

仁

健

太

郎

は
じ
め
に

一

交
戦
団
体
承
認
（
以
上
、
六
七
巻
五
号
）

二

主
要
先
例

⚑

チ
リ
反
乱
：
マ
ゼ
ラ
ン
海
賊
事
件
（
一
八
五
三
年
）

⚒

ハ
イ
チ
反
乱
（
一
八
六
九
年
）

⚓

ス
ペ
イ
ン
反
乱
（
一
八
七
三
年
）

⚔

ペ
ル
ー
反
乱
：
H
uascar
号
事
件
（
一
八
七
七
年
）（
以
上
、
六
七
巻
六
号
）

⚕

キ
ュ
ー
バ
反
乱
：
M
ontezum
a
号
事
件
（
一
八
七
七
年
）

⚖

コ
ロ
ン
ビ
ア
反
乱
：
G
am
e
Cook
号
事
件
と
A
m
brose
Light号
事
件
（
一
八
八
五
年
）

⚗

ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
対
イ
ン
デ
ム
ニ
テ
ィ
相
互
海
事
保
証
会
社
事
件
（
一
九
〇
九
年
）
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⚘

そ
の
他
の
先
例

⚙

ま
と
め
と
考
察
（
以
上
、
六
八
巻
三
号
）

三

主
要
学
説

⚑

行
為
の
対
象
を
基
準
と
す
る
説

⚒

行
為
の
内
容
を
基
準
と
す
る
説

お
わ
り
に三

主
要
学
説

学
説
の
中
に
は
、
例
え
ば
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
（
PaulFauchille）
の
よ
う
に
、
海
賊
行
為
と
は
す
べ
て
の
国
の
船
舶
に
対
す
る
無
差

別
の
暴
力
行
為
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
う
か
ど
う
か
が
、
未
承
認
反
乱
団

体
の
行
う
行
為
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
基
準
で
あ
る
、
と
述
べ
る
も
の
が
あ
っ
た
（
以
下
⚑
（
⚑
））。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
見
解
を
明
確
に
述
べ
た
学
説
は
、
実
は
先、

行、

研、

究、

に、

お、

い、

て、

考、

え、

ら、

れ、

て、

き、

た、

ほ、

ど、

に、

は、

多
く
は
な
い
。
例
え
ば
、
ジ
デ
ル

（
Gibert
Gidel）
の
海
洋
法
の
著
書
の
中
に
は
、「
海
賊
行
為
を
構
成
す
る
行
為
と
、
海
上
交
通
の
一
般
的
安
全
」
と
題
す
る
項
が
あ

り
、
一
見
す
る
と
「
海
上
交
通
の
一
般
的
安
全
」
を
害
す
る
こ
と
が
海
賊
行
為
の
本
質
で
あ
る
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
よ
く
読
む
と
、
ジ
デ
ル
に
お
い
て
、「
海
上
交
通
の
一
般
的
安
全
」
を
害
す
る
こ
と
や
、
行
為
の
無
差
別
性
は
、
海
賊
行

為
の
本
質
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
以
下
⚑
（
⚓
））。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
重
要
学
説
の
一
つ
で
あ
る
ホ
ー
ル
の
著
書
の

中
に
は
、「
海
洋
の
一
般
的
秩
序
（
the
generalgood
orderofthe
seas）」
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
実
は
国
際
法

上
の
海
賊
行
為
概
念
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
（
以
下
⚒
（
⚑
））。

こ
の
問
題
に
関
す
る
学
説
の
分
類
の
仕
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
得
る
が
、
ひ
と
ま
ず
、
行
為
の
「
対
象
」
を
基
準
と
す
る
説
（
暴
力
行

論 説
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為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
す
る
説
）（
以
下
⚑
）
と
、
行
為
の
「
内
容
」
を
基
準
と
す
る
説
（
第
三

国
船
舶
に
対
し
て
行
わ
れ
る
暴
力
行
為
で
あ
っ
て
も
、
暴
力
行
為
の
内
容
や
、
行
為
者
で
あ
る
反
乱
団
体
の
組
織
性
等
に
よ
っ
て
は
海

賊
行
為
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
る
説
）（
以
下
⚒
）
と
に
分
け
て
検
討
す
る
。
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
学
説
は
多
い
が
、
そ
の
中

に
は
、
結
論
を
簡
潔
に
述
べ
る
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
結
論
の
根
拠
と
し
て
国
家
実
行
を
挙
げ
る
だ
け
で
、
何
故
そ
の
よ
う
な
結
論
を
導

け
る
の
か
の
実
質
的
理
由
を
述
べ
な
い
も
の
が
多
く
あ
る
。
以
下
で
は
、
学
説
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
先
行
研
究
に
お

い
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
う
暴
力
行
為
が
海
賊
行
為
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
実
質
的
理
由

に
つ
い
て
も
詳
細
に
述
べ
て
い
る
学
説
を
検
討
す
る(191
)。

⚑

行
為
の
対
象
を
基
準
と
す
る
説(192
)

（
⚑
）
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ

フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
は
、
一
九
二
五
年
の
『
国
際
公
法
概
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
海
賊
行
為
は
次
の
三
つ
の
要
素
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
法
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
な
い
（
non
autorisésparla
loi）
不
法
な
暴
力
行
為
で
あ
る
こ
と
、

②
「
す
べ
て
の
国
の
通
商
に
対
し
等
し
く
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
（
l’existence
d’un
danger
pour
le
com
m
erce
de
toutes
les

nations
indistinctem
ent）」、
③
暴
力
行
為
が
海
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
の
三
つ
で
あ
る(193
)。
こ
の
う
ち
、
本
稿
に
関
連
す
る
の
は
、
②

の
要
素
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
は
②
の
命
題
を
裏
返
し
て
、「
特
定
の
一
国
の
一
般
利
益
の
み
を
侵
害
す
る
（
portentatteinte
uniquem
entaux

intérêts
généraux
d’une
nation
déterm
inée）
暴
力
行
為
を
海
賊
行
為
と
性
質
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
こ
の
命
題
か
ら
、
次
の
諸
帰
結
が
生
ず
る
。

未承認反乱団体が海上で行う暴力行為と海賊行為との関係（四・完）
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第
一
に
、
軍
艦
の
乗
組
員
が
反
乱
を
起
こ
し
て
そ
の
軍
艦
を
支
配
す
る
行
為
は
海
賊
行
為
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な

行
為
は
、「
そ
の
軍
艦
が
旗
を
掲
げ
る
国
の
一
般
利
益
の
み
を
害
す
る
」
か
ら
で
あ
る(194
)。

第
二
に
、「
反
乱
者
の
船
舶
で
あ
っ
て
、
自
国
の
政
府
に
対
し
て
政
治
的
目
的
で
戦
う
も
の
（
les
navires
insurgés
qui

com
battentcontre
leur
seulgouvernem
entdans
un
butpolitique）
を
海
賊
と
宣
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な

船
舶
は
、
自
国
政
府
に
対
す
る
反
逆
の
罪
を
犯
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
船
舶
は
、［
乗
組
員
が
］
反
乱
を
起
こ
し
た
同
国
の
軍

艦
で
あ
る
場
合
、
何
ら
か
の
形
で
偶
然
に
反
乱
者
の
手
に
落
ち
た
船
舶
で
あ
る
場
合
、
反
乱
者
が
私
掠
船
と
し
て
武
装
し
た
商
船
で
あ

る
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
船
舶
は
、
正
当
政
府
の
一
般
利
益
し
か
脅
か
さ
な
い(195
)」。
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
見
解
は
学
説
上
一
般
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
国
家
実
行
（
一
八
七
三
年
ス
ペ
イ
ン
内
乱
、
M
ontezum
a
号
事
件
、
一
八
八
五
年

コ
ロ
ン
ビ
ア
反
乱
、
Crête-à-Pierrot号
事
件
、
H
uascar
号
事
件
な
ど
を
挙
げ
る
）
に
お
い
て
も
、
正
当
政
府
は
反
乱
者
の
船
舶

を
海
賊
船
舶
と
見
な
す
よ
う
第
三
国
に
要
求
し
た
が
、
第
三
国
は
そ
う
し
た
要
求
を
拒
否
し
て
い
る
。

第
三
に
、
内
戦
に
お
い
て
反
乱
者
や
反
乱
者
向
け
の
軍
需
品
を
輸
送
し
て
い
る
外
国
船
舶
も
海
賊
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。
そ
う
し
た

外
国
船
舶
は
、
内
戦
当
事
者
の
国
に
対
し
て
直
接
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
反
乱
者
に
内
戦
を
戦
う
手
段
を
提
供
し
て
い
る
だ
け
だ

し
、
ま
た
、「
す
べ
て
の
国
の
一
般
的
な
安
全
（
la
sécurité
générale
de
touslesEtats）」
を
害
す
る
こ
と
も
な
い
か
ら
で
あ
る(196
)。

第
四
に
、
戦
時
に
お
い
て
交
戦
国
の
軍
艦
に
対
し
て
の
み
暴
力
行
為
を
行
う
船
舶
を
海
賊
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い(197
)。

第
五
に
、
奴
隷
貿
易
を
行
う
船
舶
を
海
賊
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
奴
隷
貿
易
は
、
文
明
諸
国
の
一
般
利
益
を
侵
害
す
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る(198
)。

第
六
に
、
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
（
M
.T
ravers）
は
、
海
上
に
お
け
る
ア
ナ
ー
キ
ー
行
為
（
les
actes
d’anarchie）
は
特
定
の
国
に
対

し
て
の
み
行
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
見
解
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
行
為
と
厳
密
な
意
味
で
の

論 説
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政
治
犯
罪
（
les
infractions
proprem
ent
politiques）
と
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
っ
て
正
し
く
な
い
。
後
者
は
、
特
定
の
形
態
の

政
府
、
つ
ま
り
特
定
の
国
に
と
っ
て
の
み
脅
威
と
な
る
の
に
対
し
、
ア
ナ
ー
キ
ー
行
為
は
、
す
べ
て
の
社
会
的
組
織
の
基
礎
を
破
壊
す

る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
国
の
利
益
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
（
は
っ
き
り
と
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
海
上
に
お
け
る
ア
ナ
ー
キ
ー
行

為
は
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
い
う
趣
旨
だ
と
考
え
ら
れ
る(199
)）。

フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
は
、
右
に
列
挙
し
た
類
型
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
事
情
の
下
で
は
海
賊
行
為
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
る
。

一
つ
は
、
船
舶
の
乗
組
員
や
乗
客
が
当
該
船
舶
を
乗
っ
取
っ
た
（
右
の
第
一
の
類
型
）
後
、
他
の
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
う
場

合
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
右
の
第
二
の
類
型
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
反
乱
者
が
、
自
国
の
政
府
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
す
だ
け

で
は
飽
き
足
ら
ず
、
外
国
に
属
す
る
船
舶
に
対
し
て
も
攻
撃
を
行
う
場
合
、
そ
う
し
た
反
乱
者
は
海
賊
に
な
る(200
)」。
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
は

そ
の
例
と
し
て
、
一
八
七
七
年
の
H
uascar号
事
件
（
本
稿
二
⚔
参
照
）
と
一
九
〇
二
年
の
Crète-à-Pierrot号
事
件
（
本
稿
二
⚘

（
⚒
）
参
照
）
を
挙
げ
る
。
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
に
よ
れ
ば
、
後
者
の
事
例
で
は
、
ハ
イ
チ
反
乱
者
が
自
国
政
府
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

ド
イ
ツ
船
と
英
国
船
に
対
し
て
も
暴
力
行
為
を
行
っ
た
た
め
に
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
に
対
し
、
前
者
の
事
例
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
政
府
は
反
乱
者
が
乗
っ
取
っ
た
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
扱
う
よ
う
諸
国
に
求
め
た
が
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
英
国
は
、
自

国
民
お
よ
び
そ
の
財
産
に
対
し
て
侵
害
行
為
を
行
わ
な
い
限
り
海
賊
船
舶
と
し
て
扱
わ
な
い
立
場
を
と
っ
た
と
い
う(201
)。

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
は
、「
す
べ
て
の
国
の
一
般
的
な
安
全
」
を
害
す
る
こ
と
が
海
賊
行
為
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、

特
定
の
一
国
の
利
益
の
み
を
害
す
る
行
為
は
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
、
い
ず
れ
の
類
型
に
つ
い
て
も
一
貫
し
て
適
用

し
て
い
る
。
未
承
認
反
乱
団
体
が
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
行
う
暴
力
行
為
は
、
そ
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
―
―
例
え
ば
、
仮
に
戦
争
法

を
適
用
し
た
場
合
に
適
法
と
な
る
よ
う
な
行
為
で
あ
っ
て
も
―
―
、
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

未承認反乱団体が海上で行う暴力行為と海賊行為との関係（四・完）
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（
⚒
）
デ
・
ラ
ウ
テ
ル

オ
ラ
ン
ダ
の
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
（
J.de
Louter）
は
、
一
九
二
〇
年
の
『
実
定
国
際
公
法
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
海
賊
行
為
を
次
の

よ
う
に
定
義
し
た
。「
海
賊
行
為
と
は
、
海
上
に
お
い
て
、
窃
盗
目
的
で
人
お
よ
び
財
産
に
対
し
て
、
恣
意
的
に
、
か
つ
武
器
を
用
い

て
行
わ
れ
る
暴
力
行
為
で
あ
る
（
la
piraterie
estle
faitde
l’exercice
arbitraire
età
m
ain
arm
ée,d’actes
de
violences
sur

m
er,envers
les
hom
m
es
etles
m
archandises,dans
un
butde
lucre）」（
命
題
①
）。
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

要
素
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
欠
け
れ
ば
海
賊
行
為
は
成
立
し
な
い
。
例
え
ば
、
私
掠
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
か
の
国
家
の
授
権
に
基
づ
き
行

わ
れ
る
行
為
は
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
（
そ
の
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
暴
力
の
l’exercice
arbitraire
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）。「
あ
る
い
は
ま
た
、
政
治
的
目
的
を
追
求
し
て
行
わ
れ
る
場
合
の
よ
う
に
、
一、

つ、

の、

国、

の、

臣、

民、

に、

対、

し、

て、

の、

み、

行、

わ、

れ、

る、

も、

の、

（
sont
dirigées
contre
les
sujets
d’un
seulÉtat,
com
m
e
c’est
le
cas
en
poursuivant
des
buts

politiques）」
も
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
（
命
題
②
）。「
例
え
ば
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
Gueux
de
M
erが
そ
う
で

あ
る(202
)」。「
政
治
的
目
的
」
を
追
求
し
て
行
わ
れ
る
行
為
は
、
右
の
定
義
に
お
け
る
「
窃
盗
目
的
」
の
要
素
を
欠
く
た
め
に
海
賊
行
為
に

当
た
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
が
、「
政
治
的
目
的
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
、「
一
つ
の
国
の
臣
民
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」
こ

と
と
の
関
係
は
、
こ
の
箇
所
を
読
む
だ
け
で
は
明
ら
か
で
な
い(203
)。

デ
・
ラ
ウ
テ
ル
は
、
右
の
よ
う
に
述
べ
た
一
二
頁
先
の
頁
（
な
お
、
そ
の
間
の
頁
で
は
、
奴
隷
貿
易
と
海
賊
行
為
の
関
係
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
）
で
、
反
乱
団
体
と
海
賊
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
一
つ
の
国
の
臣
民
に
対
し
て
の
み
行
わ

れ
る
」
と
い
う
基
準
を
立
て
る
理
由
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
は
、
南
北
戦
争
お
よ
び
一
八
七
三
年
の
ス
ペ
イ
ン
反

乱
（
本
稿
二
⚓
参
照
）
に
言
及
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
反
乱
者
が
そ
の
攻
撃
を
第
三
国
に

向
け
な
い
限
り
（
tantque
les
insurgés
ne
dirigentpas
leurs
attaques
contre
des
tiers）、
か
つ
、
外
国
の
領
海
内
で
暴
力
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行
為
を
行
わ
な
い
限
り
、
外
国
は
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
い
か
な
る
介
入
も
誠
実
に
差
し
控
え
る
義
務
を
負
う
（
sont
obligés
de

s’abstenir
scrupuleusem
ent
de
toute
im
m
ixtion
à
ce
sujet）
と
い
う
こ
と
が
現
在
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
」（
命
題
③(204
)）。

「す
べ
て
の
国
の
一
般
的
な
安
全
」
を
害
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
を
一
貫
し
て
適
用
し
た
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
の
単
純
明
快
な
海
賊

論
と
違
い
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
の
海
賊
論
に
は
明
確
で
な
い
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
海
賊
行
為
を
定
義
し
た
命
題
①
で
は
、
す
べ
て
の

国
に
対
し
て
無
差
別
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
要
素
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
一
方
、
命
題
②
で
は
、「
一
つ
の
国
の
臣
民
に
対

し
て
の
み
行
わ
れ
る
も
の
」
は
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
命
題
③
で
は
、
国
は
他
国
の
反
乱
団
体
が
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
「
い
か
な
る
介
入
も
誠
実
に
差
し
控
え
る
義

務
を
負
う
」
と
い
う
こ
と
（
不
干
渉
原
則
）
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
結
局
、
命
題
②
の
根
拠
は
不
干
渉
原
則
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
⚓
）
ジ
デ
ル

ジ
デ
ル
は
、『
海
洋
の
国
際
公
法
：
平
時
』（
一
九
三
二
年
）
の
「
海
賊
行
為
を
構
成
す
る
行
為
と
、
海
上
交
通
の
一
般
的
安
全

（
Lesactesdeviolenceconstituantla
piraterieetla
sécuritégénéraledu
traficm
aritim
e）」
と
題
す
る
節
に
お
い
て
、「
海

賊
行
為
概
念
の
第
三
の
要
素
は
、
学、

説、

の、

一、

般、

的、

意、

見、

に、

よ、

れ、

ば、

（
de
l’avisgénéraldesauteurs）、
問
題
と
な
る
暴
力
行
為
が
一

般
的
安
全
に
対
す
る
危
険
（
un
danger
pour
la
sécurité
générale）
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述

べ
る
（「
学
説
の
一
般
的
意
見
に
よ
れ
ば
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
ジ
デ
ル
自
身
の
見
解
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
。
な
お
、
第
一
の
要
素
は
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
の
要
素
は
公
海
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る(205
)）。
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こ
の
考
え
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、
海
賊
に
関
し
て
十
分
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
、
海

賊
は
『
人
類
の
敵
』
で
あ
る
と
い
う
決
ま
り
文
句
で
あ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、『
人
類
共
通
の
敵
と
い
う
の
は
海
賊
の
定

義
で
も
な
け
れ
ば
、
海
賊
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
記
述
（
a
description
ofa
pirate）
で
も
な
く
、
犯
罪
の
凶
悪
さ

を
示
す
た
め
の
レ
ト
リ
カ
ル
な
罵
倒
に
過
ぎ
な
い
（
a
rhetoricalinvective,
to
show
the
odiousness
ofthe
crim
e）（
デ

イ
ナ
（
D
ana）
編
の
ホ
イ
ー
ト
ン
（
W
heaton）
国
際
法
第
一
二
四
節
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
エ
ル
の
国
家
裁
判
集

（
H
ow
ell’s,
State
T
rials）
第
一
二
巻
一
二
七
一
頁
…
…
）。

学
者
の
多
く
は
、
相
変
わ
ら
ず
（
encore）、
海
賊
は
特
定
の
一
国
の
旗
（
un
pavillon
déterm
iné）
に
対
し
て
で
は
な
く

す
べ
て
の
旗
に
対
し
て
無
差
別
に
（
indistinctem
ent
à
tous
les
pavillons）
攻
撃
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
要
件
は
、
今
日
で
は
消
滅
し
た
事
情
の
残
存
（
une
survivance
de
conditions
disparues
aujourd’hui）
に
ほ

か
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
賊
が
す
べ
て
の
旗
に
対
し
て
無
差
別
に
攻
撃
を
す
る
と
い
う
要
件
は
、
平
時
に

お
い
て
必
要
な
場
合
に
、
主
権
者
が
そ
の
臣
民
に
対
し
て
、
特
定
の
一
国
の
通
商
を
攻
撃
す
る
権
限
を
与
え
て
い
た
時
代
に
は
、

当
然
の
要
件
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
海
賊
と
、
私
掠
免
状
を
受
け
て
あ
る
特
定
の
国
の
通
商
に
対
す
る
襲
撃
を
行
う
権
限
を
与
え
ら

れ
た
者
と
を
区
別
す
る
た
め
に
、
攻
撃
に
お
け
る
一
般
性
と
い
う
概
念
（
la
notion
de
généralité
dans
l’attaque）
が
入
り

込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る(206
)。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
海
賊
行
為
の
無
差
別
性
（
対
象
の
特
定
性
）
と
い
う
の
は
、
私
的
復
仇
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代

に
、
あ
る
特
定
の
国
（
加
害
国
）
お
よ
び
そ
の
臣
民
の
船
舶
の
み
を
対
象
に
捕
獲
す
る
こ
と
を
国
家
か
ら
認
め
ら
れ
た
個
人
（
被
害

者
）
と
、
そ
う
で
は
な
い
海
賊
と
を
区
別
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
で
あ
っ
た
が
、
私
的
復
仇
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
今
日
で
は
必
要
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の
な
く
な
っ
た
基
準
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ジ
デ
ル
は
右
の
引
用
文
に
続
け
て
、
も
し
海
賊
行
為
に
無
差
別
性
が
必
要
だ
と
し
た
ら
、

あ
る
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
扱
う
た
め
に
そ
れ
が
複
数
の
船
舶
を
襲
撃
す
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
取

締
り
能
力
を
欠
く
一
国
の
船
舶
の
み
を
意
図
的
に
選
ん
で
襲
撃
す
る
船
舶
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
れ
を
海
賊
と
し
て
扱
え
な
く
な
る
と
い

う
不
合
理
が
生
ず
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
判
例
（
米
国
の
合
衆
国
対
Ross
事
件
判
決
、
英
国
の
マ
ゼ
ラ
ン
海
賊
事

件
判
決
）
で
は
無
差
別
性
は
海
賊
行
為
の
要
件
と
し
て
必
要
な
い
と
判
示
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
無
差
別
性
は
海
賊
行
為
の
要
件
で
は

な
い
と
明
言
す
る(207
)。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
デ
ル
は
海
賊
行
為
の
無
差
別
性
と
い
う
要
件
を
明
確
に
否
定
し
、「
普
遍
的
な
敵
対
行
為
の
意
図
（
l’intention

d’hostilité
universelle）」
は
海
賊
行
為
の
犯
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
要
件
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
る(208
)。
も
っ
と
も
、
一
国
の

船
舶
に
対
し
て
の
み
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
に
そ
れ
が
海
賊
行
為
と
見
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
と
述

べ
、
そ
れ
が
、
反
乱
団
体
と
海
賊
行
為
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
る(209
)。
ジ
デ
ル
は
、「
海
賊
行
為
の
概
念
と
反
乱
ま
た
は
内
戦
」

と
い
う
項
目
を
立
て
て
こ
の
問
題
を
論
ず
る(210
)。
ジ
デ
ル
は
、
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
て
い
な
い
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
は

す
べ
て
「
国
際
法
の
観
点
か
ら
は
技
術
的
に
は
海
賊
行
為
」
で
あ
る
と
判
示
し
た
A
m
broseLight号
事
件
判
決
（
本
稿
二
⚖
（
⚒
）

参
照
）
に
言
及
し
、
同
様
の
事
案
が
今
日
起
こ
っ
た
と
し
た
場
合
、「
そ
の
よ
う
な
船
舶
は
、
反
乱
が
行
わ
れ
て
い
る
国
以
外
の
国
の

船
舶
に
対
し
て
有
害
な
行
為
を
差
し
控
え
る
限
り
、
お、

そ、

ら、

く、

、『
技
術
的
に
』
さ
え
海
賊
と
は
見、

な、

さ、

れ、

な、

い、

だ、

ろ、

う、

（
vraisem
blablem
enton
ne
considéreraitpas
un
telnavire
m
êm
e
«techniquem
ent»
com
m
e
pirate）」
と
述
べ
る(211
)。
ジ

デ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
、
反
乱
当
事
国
の
政
府
は
そ
う
し
た
船
舶
を
海
賊
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
他
国
と
し

て
は
、
自
国
ま
た
は
自
国
民
が
損
害
を
被
っ
て
い
な
い
以
上
、「
そ
う
し
た
主
張
に
同
調
す
る
理、

由、

が、

な、

い、

（
n’ont
pas
de

raisons）」
か
ら
で
あ
る(212
)。
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ジ
デ
ル
は
、
未
承
認
反
乱
団
体
が
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
わ
な
い
限
り
、
そ
の
船
舶
は
海
賊
船
舶
と
し
て
扱
わ
れ
な

い
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、「
お
そ
ら
く
…
…
海
賊
と
は
見
な
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
言
い
方
を

し
て
お
り
、
そ
の
理
由
も
、
自
ら
が
損
害
を
被
っ
て
い
な
い
限
り
内
戦
当
事
者
政
府
の
主
張
に
同
調
す
る
「
理
由
が
な
い
」
と
い
う
消

極
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ジ
デ
ル
は
、「
反
乱
者
が
そ
の
攻
撃
を
第
三
国
に
向
け
な
い
限
り
、
…
…
外
国
は
、
そ
の
問
題
に

対
す
る
い
か
な
る
介
入
も
誠
実
に
差
し
控
え
る
義
務
を
負
う
」
と
述
べ
る
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
の
著
書
（
本
稿
三
⚑
（
⚒
）
参
照
）
を
引
用

し
て
い
る
か
ら(213
)、
よ
り
積
極
的
に
は
、
他
国
の
反
乱
へ
の
不
干
渉
義
務
が
そ
の
根
拠
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ジ
デ
ル
は
、
反
乱
団
体
と
海
賊
行
為
と
の
関
係
の
問
題
に
関
連
し
て
、
船
舶
の
乗
組
員
や
乗
客
が
船
舶
を
乗
っ
取
る
場
合
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
今
日
で
は
二
船
要
件
を
満
た
さ
ず
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
ジ
デ
ル
は
、
私
船
の
乗
組
員
や
乗
客

が
当
該
私
船
を
乗
っ
取
る
行
為
は
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
述
べ
る(214
)。
軍
艦
の
乗
っ
取
り
に
つ
い
て
は
、（
一
）
乗
組
員
や
乗
客
が
反
乱

を
起
こ
し
て
軍
艦
を
乗
っ
取
っ
た
後
、「
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
（
pour
son
propre
com
pte）
海
上
を
航
行
す
る
場
合
」
と
、

（
二
）
内
戦
を
行
う
た
め
に
軍
艦
を
乗
っ
取
る
場
合
と
に
分
け
、（
一
）
は
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
と
い
う
（
こ
の
場
合
も
、
軍
艦
を

乗
っ
取
る
行
為
自
体
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
）。
ジ
デ
ル
は
、（
二
）
を
さ
ら
に
、（
Ａ
）「
反
乱
者
の
船
舶
が
そ
の

行
動
を
本
国
と
の
戦
い
に
限
定
し
て
い
る
場
合
」
と
、（
Ｂ
）「
そ
れ
が
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
暴
行
を
加
え
る
場
合
」
と
に
分
け
る
。

（
Ａ
）
に
つ
い
て
は
、「
第
三
国
は
、
権
限
を
逸
脱
す
る
こ
と
な
し
に
は
（
sansexcès）
そ
れ
を
海
賊
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
述
べ
、
こ
の
命
題
を
支
持
す
る
先
例
と
し
て
、
M
ontezum
a
号
事
件
（
本
稿
二
⚕
）
と
、
一
八
七
三
年
の
ス
ペ
イ
ン
反
乱
（
本
稿

二
⚓
）
を
挙
げ
る
（
こ
の
場
合
も
、
乗
っ
取
っ
た
軍
艦
を
使
っ
て
他
の
船
舶
に
暴
力
行
為
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
乗
っ
取
り
行
為
そ

の
も
の
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
い
う
趣
旨(215
)）。
他
方
、（
Ｂ
）
の
場
合
は
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
述
べ
、
先
例
と
し
て
H
uascar
号

事
件
（
本
稿
二
⚔
）
と
Crête-à-Pierrot号
事
件
（
本
稿
二
⚘
（
⚒
））
を
挙
げ
る
（
乗
っ
取
っ
た
軍
艦
を
使
っ
て
第
三
国
船
舶
に
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暴
力
行
為
を
行
う
こ
と
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
の
か
、
軍
艦
の
乗
っ
取
り
行
為
そ
の
も
の
が
遡
っ
て
海
賊
行
為
に
な
る
の
か
、
ど
ち
ら

の
趣
旨
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
）。
も
っ
と
も
、
乗
組
員
に
よ
る
乗
っ
取
り
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
述
べ
る
際
、
そ
の
実
質
的
な

根
拠
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。

⚒

行
為
の
内
容
を
基
準
と
す
る
説

（
⚑
）
ホ
ー
ル

ホ
ー
ル
の
『
国
際
法
』
初
版
（
一
八
八
〇
年
）
は
、
海
賊
行
為
概
念
の
「
私
的
目
的
」
要
件
を
は
じ
め
て
述
べ
た
と
さ
れ
る
重
要
学

説
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
は
か
な
り
錯
綜
し
て
お
り
、
そ
の
読
み
方
は
非
常
に
難
し
い
。
同
書
の
中
に
は
、
一
見
す
る
と
、
暴

力
行
為
の
対
象
（
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
）
を
基
準
と
し
て
海
賊
行
為
該
当
性
を
判
断
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
箇
所
が
あ
り
、
実
際
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た(216
)。
し
か
し
、
以
下
で
明
ら
か
に
す
る
よ

う
に
、
ホ
ー
ル
は
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
の
定
義
と
し
て
は
行
為
の
対
象
（
暴
力
行
為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
）

と
い
う
要
素
を
含
め
て
は
お
ら
ず
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
行
う
行
為
で
あ
っ
て
「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
は

海
賊
行
為
に
該
当
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
の
構
成
を
見

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ホ
ー
ル
が
海
賊
行
為
に
つ
い
て
論
じ
た
『
国
際
法
』
第
八
一
節
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
（
各
項
の
上
の
ロ
ー
マ
数
字
は

ホ
ー
ル
の
著
書
に
は
付
い
て
お
ら
ず
、
本
稿
の
著
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る(217
)）。

(ⅰ
）
piracy
(pp.214-218)
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(ⅱ
）
In
w
hat
it
consists
(p.218)

(ⅲ
）
Classification
ofacts
w
hich
are
piratical,or
are
alleged
to
be
piratical(pp.219-222)

(ⅳ
）
Presum
ption
in
favour
ofthe
innocence
ofa
public
vesseldoing
acts
prim
a
facie
piratical(p.222)

(ⅴ
）
Jurisdiction
over
pirates
(pp.222-223)

(ⅵ
）
Cases
ofH
uascar
(pp.223-224)

(ⅶ
）
V
irginius
(pp.224-225)

ホ
ー
ル
は
、
右
の
（
ⅰ
）
と
（
ⅱ
）
で
は
「
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

（
politically
organised
society）」
が
海
上
で
行
う
暴

力
行
為
に
つ
い
て
、（
ⅲ
）
で
は
「
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

」、

で、

は、

な、

い、

集、

団、

が
公
的
目
的
で
行
う
暴
力
行
為
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
に
お
い
て
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
行
う
行
為
か
ど
う
か
は
も
っ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
、
ホ
ー
ル
も
こ
の
点
は
明
確
に
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
行
う
行
為
（（
ａ
））
と
、

「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
で
は
な
い
集
団
が
行
う
行
為
（（
ｃ
））
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
ホ
ー
ル
の
議
論
を
検
討
す
る
。

（
ａ
）「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
公
的
目
的
で
行
う
行
為
（
ホ
ー
ル
『
国
際
法
』
二
一
六
―
二
一
八
頁
）

ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
正
当
な
権
威
な
し
に
（
w
ithout
due
authority）」
行
わ
れ
れ
ば
海
賊
行
為
と
な
る
ほ
と
ん
ど
の
行
為
は
、

「
国
家
の
権
威
の
下
で
（
underthe
authority
ofa
state）」
行
わ
れ
れ
ば
戦
争
行
為
で
あ
っ
て
海
賊
行
為
で
は
な
い
。「
交
戦
権
を

付
与
さ
れ
た
社
会
（
societies
to
w
hich
belligerentrights
have
been
granted）」
の
権
威
の
下
で
行
わ
れ
る
場
合
も
同
じ
で
あ

る
。
見
解
が
分
か
れ
る
の
は
、「
未
だ
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
（
politically
organised
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society
w
hich
are
notyetrecognised
as
belligerent）
の
権
威
の
下
で
」
行
わ
れ
る
行
為
が
海
賊
行
為
に
な
る
か
ど
う
か
で
あ

る(218
)。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
の
よ
う
な
社
会
［
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
政
治
社
会
］
は
国
際
法
に
知
ら
れ
て
い
な
い
（
unknow
n
to

internationallaw
）
の
で
、
そ
れ
は
い
か
な
る
種
類
の
行
為
に
も
合
法
性
を
付
与
す
る
権
能
を
も
た
な
い
（
no
pow
er
to
give

a
legalcharacter
to
acts
ofany
kind）。
し
た
が
っ
て
、
一
見
す
る
と
、
そ
う
し
た
社
会
の
権
威
の
下
で
行
わ
れ
る
戦
争
行

為
は
、
少
な
く
と
も
技
術
的
に
は
海
賊
的
で
あ
る
（
at
least
technically
piratical）
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

独
立
を
確
立
し
て
自
ら
の
存
在
を
立
証
す
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
行
為
の
遂
行
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
it
is
by
the

perform
ance
ofsuch
acts
thatindependence
is
established
and
its
existence
proved）。
そ
れ
を
行
っ
て
一
定
程
度

の
成
功
を
収
め
れ
ば
、
交
戦
団
体
の
特
権
の
付
与
を
受
け
る
こ
と
を
正
当
に
主
張
で
き
る
（
w
hen
done
w
ith
a
certain

am
ountofsuccess
they
justify
the
concession
ofbelligerentrights）。
そ
れ
を
行
っ
て
独
立
が
恒
久
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
せ
れ
ば
、
彼
ら
は
国
家
と
し
て
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
w
hen
so
done
as
to
show
that

independence
w
illbe
perm
anentthey
com
pelrecognition
as
a
state）。
合
法
的
な
事
物
の
状
態
を
作
り
出
す
た
め
に

行
わ
れ
る
行
為
（
acts
w
hich
are
done
for
the
purpose
ofsetting
up
a
legalstate
ofthings）
を
、
そ
し
て
、
実
際
に

も
う
既
に
そ
う
し
た
状
態
を
作
り
出
す
の
に
成
功
し
た
か
も
し
れ
な
い
行
為
（
w
hich
m
ay
have
already
succeeded
in

setting
itup）
を
、
そ
の
合
法
性
（
validity）
に
つ
い
て
外
部
か
ら
の
承
認
（
an
externalrecognition）
を
受
け
て
い
な
い

と
い
う
だ
け
の
理
由
で
海
賊
行
為
だ
と
言
う
の
は
無
理
で
あ
る
。
そ
う
し
た
承
認
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
行
為
に

よ
っ
て
し
か
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
が
存
在
し
な
け
れ
ば
（
the
existence
ofsuch
a
condition
ofaffairs
as
can
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only
be
produced
by
the
very
acts
in
question）
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
権
利
主
張
者
に
対
し
、
絞、

首、

刑、

に、

さ、

れ、

る、

か、

も、

し、

れ、

な、

い、

行、

為、

に、

よ、

っ、

て、

自、

ら、

の、

権、

利、

を、

実、

現、

せ、

よ、

と、

求、

め、

る、

の、

は、

、
馬、

鹿、

げ、

た、

こ、

と、

で、

あ、

る、

（
It
w
ould
be

absurd
to
require
a
claim
ant
to
justify
his
claim
by
doing
acts
for
w
hich
he
m
ay
be
hanged
(219
)）。

つ
ま
り
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
て
い
な
い
反
乱
団
体
は
国
際
法
主
体
で
は
な
く
―
―
右
の
引
用
文
一
文
目
の

「
そ
の
よ
う
な
社
会
は
国
際
法
に
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
―
―
、
交
戦
権
も
も
っ
て
い
な
い
か
ら

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
の
（
ｂ
）
で
も
検
討
す
る
）、
そ
れ
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
は
違
法
な
海
賊
行
為
で
あ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
新
国
家
の
設
立
と
い
う
の
は
国
際
法
に
お
い
て
「
合
法
的
な
事
物
の
状
態
」
で
あ
り
、
そ
の

「
合
法
的
な
事
物
の
状
態
」
を
作
り
出
す
た
め
に
行
う
行
為
が
違
法
な
海
賊
行
為
だ
と
言
う
の
は
背
理
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

ホ
ー
ル
は
、
右
の
引
用
文
の
す
ぐ
後
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
海
賊
行
為
の
「
私
的
目
的
」
要
件
に
つ
い
て
学
説
上
は
じ

め
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。

さ
ら
に
（
Besides）、
海
賊
行
為
の
基
準
は
権
限
あ
る
権
威
の
不
在
（
the
absence
ofcom
petent
authority）
で
あ
る
が
、

そ、

の、

本、

質、

は、

、
公
的
目
的
と
対
比
さ
れ
る
私、

的、

目、

的、

の、

追、

求、

で
あ
る
点
に
存
す
る
（
its
essence
consists
in
the
pursuit
of

private,as
contrasted
w
ith
public,ends）。
本
来
（
Prim
arily）、
海
賊
と
は
、
自
ら
の
個
人
的
な
欲
望
や
個
人
的
な
復
讐

の
念
を
、
国
家
の
管
轄
を
超
え
る
場
所
に
お
け
る
強
盗
や
殺
人
に
よ
っ
て
満
た
す
者
で
あ
る
。
公
的
目
的
の
た
め
に
（
w
ith
a

public
object）
行
動
す
る
者
が
、
あ
る
程
度
そ
れ
と
同
様
の
行
為
（
like
acts
to
a
certain
extent）
を
行
う
こ
と
は
あ
る
が
、

彼
の
道
徳
的
な
態
度
は
違
っ
て
お
り
（
his
m
oralattitude
is
different）、
行
為
そ
れ
自
体
も
、
明、

確、

に、

限、

定、

さ、

れ、

た、

範、

囲、

に、
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と、

ど、

ま、

る、

だ
ろ
う
（
the
actsthem
selvesw
illbe
keptw
ithin
w
ellm
arked
bounds）。
彼
は
人
類
の
敵
な
の
で
は
な
く
、

特
定
の
一
国
の
敵
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い(220
)。

ホ
ー
ル
は
こ
れ
に
続
け
て
、
未
承
認
反
乱
団
体
は
そ
の
構
成
員
が
「
無
差
別
の
掠
奪
や
暴
力
（
indiscrim
inate
plunder
and

violence）」
を
行
わ
な
い
こ
と
を
保
証
で
き
な
い
か
ら
そ
れ
を
海
賊
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、「
こ
の
理
屈
は

ま
っ
た
く
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
彼
ら
［
未
承
認
反
乱
団
体
］
が
政、

治、

的、

行、

動、

の、

限、

界、

を、

現、

に、

超、

え、

た、

と、

き、

に
は
彼
ら
を
海
賊
と
し
て
扱
う
権
能
は
常
に
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
（
It
is
enough
that

the
pow
er
m
ust
alw
ays
exist
to
treat
them
as
pirates
as
soon
as
they
actually
overstep
the
lim
its
of
political

action
(221
)）」。「
し
た
が
っ
て
、
戦、

争、

に、

お、

い、

て、

許、

さ、

れ、

る、

行、

為、

（
acts
w
hich
are
allow
ed
in
w
ar）
は
、
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

（
a
politically
organised
society）
に、

よ、

っ、

て、

授、

権、

さ、

れ、

た、

（
authorised）
場、

合、

に、

は、

海、

賊、

で、

は、

な、

い、

、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
社
会
が
政
治
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
事
実
の
問
題
で
あ
っ
て
、
個
別
の
事
案
の

状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(222
)」。

ホ
ー
ル
が
使
う
い
く
つ
か
の
表
現
の
う
ち
、「
明
確
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
る
」
行
為
と
、「
政
治
的
行
動
の
限
界
」
を
超
え

な
い
行
為
と
、「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
の
三
つ
は
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
「
範
囲
」
や

「
限
界
」
を
超
え
る
行
為
が
「
無
差
別
の
掠
奪
や
暴
力
」
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
交
戦
団
体
承
認
に
つ
い
て
宣
言
的
効
果
説
を
と
ら
ず
、

既
存
政
府
ま
た
は
第
三
国
に
よ
る
「
純
粋
な
恩
恵
の
付
与
（
a
concession
ofpure
grace
(223
)）」
と
考
え
る
か
ら
、
未
承
認
反
乱
団
体

は
交
戦
権
を
一
切
も
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
（
以
下
（
ｂ
）
も
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
と
い
う

の
は
、
よ
り
正
確
に
は
「
も
し
仮
に
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
た
な
ら
ば
合
法
と
な
る
行
為
」
あ
る
い
は
「
仮
に
戦
争
法
を
適
用
し
た
な
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ら
ば
合
法
と
な
る
行
為
」
を
意
味
す
る
。
ホ
ー
ル
は
、
公
的
目
的
の
た
め
に
行
動
す
る
未
承
認
反
乱
団
体
が
、「
明
確
に
限
定
さ
れ
た

範
囲
」
＝
「
政
治
的
行
動
の
限
界
」
を
絶
対
に
超
え
な
い
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
通、

常、

は、

そ
れ
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
と
想、

定、

さ、

れ、

る、

と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
w
illbekeptw
ithin
w
ellm
arked
bounds）。
未
承
認
反
乱
団
体
が
そ
れ
ら
の

「
範
囲
」・「
限
界
」
を
超
え
な
い
と
通
常
想
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
反
乱
の
成
功
と
い
う
公
的
目
的
の
た
め
に
行
動
す
る
団
体
だ
か

ら
で
あ
る
（
逆
に
、「
自
ら
の
個
人
的
な
欲
望
や
個
人
的
な
復
讐
の
念
」
と
い
う
私
的
目
的
の
た
め
に
行
動
す
る
者
た
ち
は
、
そ
れ
ら

の
「
範
囲
」
や
「
限
界
」
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
理
由
を
も
っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
を
超
え
る
の
が
通
常
想
定
さ
れ
る
行
動
で
あ

る
）。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
未
承
認
反
乱
団
体
を
常
に
海
賊
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
存
在
せ
ず
、
そ
う
し
た
「
範

囲
」・「
限
界
」
を
「
現
に
超
え
た
」
時
点
で
海
賊
と
し
て
扱
え
ば
十
分
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ホ
ー
ル
の
議
論
に
お
い
て
「
私
的
目
的
」
は
、
海
賊
行
為
の
「
要
件
」
と
い
う
よ
り
も
、
未
承
認
反
乱
団

体
の
行
う
行
為
が
通
常
は
「
明
確
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
る
」（「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
の
範
囲
内
に
収
ま
る
）
だ

ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
の
「
原
因
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
、
ホ
ー
ル
が
定
式
化
す
る
海
賊
行
為
の
定
義
は
、「
海
賊
行
為
と

は
、
海
上
も
し
く
は
未
取
得
の
土
地
（
unappropriated
lands）
に
お
い
て
、
ま
た
は
海
か
ら
襲
撃
を
受
け
て
い
る
国
家
に
お
い
て

（
w
ithin
the
territory
ofa
state
through
descentfrom
the
sea）
行
わ
れ
る
暴
力
行
為
で
、
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
と

は
無
関
係
に
行
動
す
る
人
々
の
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
（
by
a
body
ofm
en
acting
independently
ofany
politically

organised
society）
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
は
、
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
に
よ
っ
て
授
権
さ

れ
た
場
合
に
は
海
賊
で
は
な
い(224
)」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
定
義
の
中
に
「
私
的
目
的
」
と
い
う
要
素
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
定
義
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
と
い
う
要
素
と
、「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
と
い
う

要
素
で
あ
る
。
後
に
（
ｃ
）
で
見
る
よ
う
に
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
で
な
い
集
団
が
行
う
行
為
は
、「
公
的
目
的
」（「
政
治
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的
目
的
」）
で
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
国
際
法
上
は
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
と
い
う
の
が
ホ
ー
ル
の
考
え
で
あ
り
、「
私
的
目
的
」

は
、
海
賊
行
為
の
要
件
と
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
の
こ
こ
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
の
暴
力
行
為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
ま
っ
た
く
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ル
は
、「
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

」、

で、

な、

い、

集、

団、

が
公
的
目
的
で
行

う
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
あ
る
特
定
の
国
家
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
る
が
（
後
述
、（
ｃ
）

参
照
）、「
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

」
が
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
で
あ
る
か
ど
う
か
（
仮
に

戦
争
法
を
適
用
し
た
な
ら
ば
合
法
と
な
る
行
為
で
あ
る
か
ど
う
か
）
の
み
を
問
題
と
し
て
い
る
。
戦
争
に
お
い
て
、
交
戦
国
ま
た
は
交

戦
団
体
が
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
臨
検
捜
索
や
拿
捕
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
（
す
べ
て
の
船
舶
に
対
し
て
行
え
る
臨
検
捜

索
権
、
戦
時
禁
制
品
輸
送
船
の
拿
捕
、
封
鎖
侵
破
船
の
拿
捕
等
）。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ホ
ー
ル
の
議
論
に
お
い
て
、「
政
治
的
に
組
織

さ
れ
た
社
会
」
が
行
う
暴
力
行
為
は
、
た
と
え
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行

為
」
で
あ
る
限
り
海
賊
行
為
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
が
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
は
交
戦
団
体
承
認
を
受

け
て
い
な
い
反
乱
団
体
の
こ
と
で
あ
り
、
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
な
い
限
り
反
乱
団
体
が
交
戦
権
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が

ホ
ー
ル
の
考
え
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
違
法
な
行
為
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
ホ
ー
ル
が
そ
れ
を
海
賊
行
為
で
は
な
い
と
考
え
る
の
は
、
結
局
、「
権
利
主
張
者
に
対
し
、
絞
首
刑
に
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
行
為
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
利
を
実
現
せ
よ
と
求
め
る
の
は
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
（
前
掲
注

（
219
）
を
付
け
た
引
用
文
参
照
）。
こ
の
理
由
づ
け
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ホ
ー
ル
の
交
戦
団
体
承
認
論
も
併
せ
て
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
に
続
け
て
、「
政
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治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
で
な
い
集
団
が
行
う
暴
力
行
為
に
つ
い
て
検
討
す
る
（（
ｃ
））
の
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
を
見
る
前
に
、

ホ
ー
ル
の
交
戦
団
体
承
認
論
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
ｂ
）
ホ
ー
ル
の
交
戦
団
体
承
認
論
（
ホ
ー
ル
『
国
際
法
』
二
五
―
三
一
頁
）

ホ
ー
ル
は
、
交
戦
団
体
承
認
に
つ
い
て
論
じ
た
『
国
際
法
』
第
一
章
第
五
節
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
あ
る
集
団
（
a

com
m
unity）
が
既
存
の
国
家
か
ら
分
離
し
、
ま
た
は
新
た
な
政
府
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
正
規
の
方
法
で
（
in
a
regular

m
anner）
敵
対
行
為
を
行
う
と
き
、
そ
の
過
程
で
、「
一
時
的
に
完
全
な
独
立
（
a...com
plete
m
om
entary
independence）」
を

達
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
完
全
な
独
立
が
恒
久
的
に
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
不
明
確
で
、
法
主
体
（
a
legal

person）［
国
際
法
主
体
で
あ
る
主
権
国
家
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
：
引
用
者
注
］
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ

と
が
あ
る
。「
し
か
し
、
し
ば
し
ば
そ
う
し
た
集
団
は
、
交
戦
団
体
の
承
認
と
呼
ば
れ
る
も
の
（
w
hat
is
called
recognition
as
a

belligerent）
を
通
じ
て
、
法
的
な
独
立
（
legalindependence）
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
敵
対
行
為
に
つ
い
て
の
法
の
諸
特
権

（
privileges
oflaw
）
を
付
与
さ
れ
る(225
)」。

ホ
ー
ル
は
、
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
・
効
果
等
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、

反
乱
団
体
が
承
認
を
求
め
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
か
（
逆
に
既
存
政
府
や
第
三
国
が
承
認
を
行
う
義
務
を
負
う
か
）
に
つ
い
て
論
じ
た

箇
所
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
は
、「
道
徳
的
な
側
面
を
法
的
な
側
面
と
の
混
同
」
を
し
な
け
れ
ば
答
え
る
こ
と
は
簡

単
だ
と
い
う(226
)。
ま
ず
こ
の
問
題
の
道
徳
的
な
側
面
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

相
当
数
の
人
々
の
集
団
が
政
治
的
な
目
的
を
達
す
る
た
め
の
公
然
の
目
的
を
掲
げ
て
武
器
を
と
り
（
a
considerable

論 説
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population
isarrayed
in
arm
sw
ith
the
professed
objectofattaining
politicalends）、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
国
家
に
類
似

し
て
い
る
場
合
、
そ
う
し
た
集
団
に
属
す
る
個
人
を
犯
罪
者
と
し
て
扱
う
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
（
it
resem
bles
a
state
too

nearly
for
itto
be
possible
to
treatindividuals
belonging
to
such
population
as
crim
inals）。［
そ
う
し
た
個
人
を
］

捕
ら
え
た
敵
が
そ
れ
を
処
刑
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
非
人
道
的
（
inhum
an）
で
あ
る
。［
そ
う
し
た
集
団
の
］
軍
艦
の
乗
組

員
を
外
国
が
海
賊
と
し
て
拿
捕
し
て
絞
首
刑
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
っ
と
非
人
道
的
な
こ
と
で
あ
る
（
it
w
ould
be
still

m
ore
inhum
an
forforeign
statesto
capture
and
hang
the
crew
sofw
ar-shipsaspirates）。
人
道
性
が
要
求
す
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
集
団
の
構
成
員
は
、
交
戦
者
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
hum
anity
requires
thatthe

m
em
bers
ofsuch
a
com
m
unity
shallbe
treated
as
belligerents）
…
…(227
)。

し
か
し
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
右
の
こ
と
は
、「
人
間
の
行
動
の
道
徳
的
義
務
（
the
m
oralduty
ofhum
an
conduct）」
か
ら
生
ず

る
も
の
で
あ
っ
て
法
的
義
務
で
は
な
い(228
)。
ホ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

交
戦
団
体
（
A
belligerent
com
m
unity）
は
そ
れ
自
体
で
は
法
主
体
で
は
な
い
（
not
itselfa
legalperson）
の
で
、
独
立

を
恒
久
的
に
確
立
し
て
は
い
な
い
が
交
戦
者
で
は
あ
る
と
主
張
す
る
社
会
（
a
society
claim
ing
only
to
be
belligerent,and

notto
have
perm
anently
established
its
independence）
は
、
そ
の
法
［
国
際
法
の
こ
と
：
引
用
者
注
］
に
お
い
て
い
か

な
る
権
利
も
有
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
社
会
は
、
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
承
認
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
承
認

は
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
外
国
政
府
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
国
の
政
府
に
よ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
法、

的、

な、

観、

点、

か、

ら、

は、

純、

粋、

な、

恩、

恵、

の、

付、

与、

で、

あ、

る、

（
from
the
legalpoint
of
view
a
concession
of
pure
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grace
(229
)）。

以
上
の
議
論
で
ホ
ー
ル
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
国
か
ら
の
分
離
独
立
ま
た
は
一
国
内
に
お
け
る
政
府
の
交
代
を
目
的
と
し

て
反
乱
を
行
う
集
団
が
、「
一
時
的
に
完
全
な
独
立
」
を
達
成
す
る
状
態
で
あ
る(230
)。
こ
の
状
態
は
、
ホ
ー
ル
が
海
賊
行
為
を
論
じ
る
文

脈
で
「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
と
表
現
し
た
も
の
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
別
の
箇
所
で
は
「
ほ
と
ん
ど
国
家
に
類
似
し

て
い
る
」
状
態
と
も
表
現
し
て
い
る(231
)）。
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
達
成
し
た
社
会
は
、
道、

徳、

的、

に、

は、

交
戦
団
体
と
し

て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
構
成
員
を
犯
罪
者
と
し
て
処
罰
し
た
り
、
ま
し
て
は
反
乱
と
無
関
係
の
外
国

が
海
賊
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
が
、「
非
人
道
的
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
法
的
な
観
点
か
ら
は
」、
そ
う
し
た
社
会
は
国
際
法

主
体
で
は
な
い
の
で
承
認
を
求
め
る
「
権
利
」
を
も
つ
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
交
戦
団
体
承
認
は
既
存
政
府
ま
た
は
外
国
が
裁
量
に
よ
り

与
え
る
「
純
粋
な
恩
恵
の
付
与
」
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
道
徳
的
に
は
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
状
態
を
達
し
た
反
乱
団
体
が
、
法
的
に
は
交
戦
団
体
承
認
を
受

け
て
い
な
い
た
め
に
交
戦
権
を
有
し
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
る
。（
ａ
）
で
検
討
し
た
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う

な
状
況
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
と
め
る
と
、
ホ
ー
ル
は
、
次
の
三
つ
の
団
体
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

①

交
戦
団
体
承
認
を
受
け
た
交
戦
団
体

②

交
戦
団
体
承
認
を
受
け
る
に
値
す
る
状
態
に
あ
る
が
承
認
を
受
け
て
い
な
い
反
乱
団
体
（
未
だ
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
て

い
な
い
「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」）

③

交
戦
団
体
承
認
を
受
け
る
に
値
す
る
状
態
を
達
成
し
て
い
な
い
団
体
（「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
で
は
な
い
団
体
）
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こ
れ
ら
の
団
体
が
、
仮
に
戦
争
法
を
適
用
し
た
な
ら
ば
合
法
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
る
。
①
が
行
う
行
為
は
、
合
法
な
交
戦
権
の
行
使
で
あ
る
。
②
が
行
う
行
為
は
、
違
法
な
行
為
で
は
あ
る
（
交
戦
権
の
行
使

で
は
な
い
）
が
海
賊
行
為
で
は
な
い
。
③
が
行
う
行
為
は
海
賊
行
為
で
あ
る
（
こ
の
点
は
以
下
の
（
ｃ
）
で
詳
し
く
検
討
す
る
）。

ホ
ー
ル
は
、
②
の
行
う
行
為
が
海
賊
行
為
で
は
な
い
と
は
明
言
し
て
い
る
が
、
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

仮
に
こ
れ
も
国
際
法
上
合
法
な
行
為
だ
と
す
れ
ば
、
①
と
の
違
い
が
何
も
な
い
こ
と
に
な
り
、
ホ
ー
ル
の
交
戦
団
体
承
認
論
（「
法
的

な
観
点
か
ら
は
純
粋
な
恩
恵
の
付
与
で
あ
る
」）
と
整
合
し
な
い
か
ら
、
ホ
ー
ル
は
こ
れ
を
違
法
と
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。

問
題
は
、
②
と
③
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
違
法
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
海
賊
行
為
で
は
な
い
②
の
行

為
が
、
国
際
法
上
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
海
賊
行

為
と
評
価
さ
れ
る
③
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
国
が
拿
捕
・
処
罰
の
権
能
を
も
つ
―
―
た
だ
し
実
際
に
は
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い

限
り
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
「
慣
行
」
に
つ
い
て
は
以
下
（
ｃ
）
を
参
照
―
―
の
に
対
し
、
海
賊
行
為
で
は
な
い
②
の
場
合
、
何
の
関
係

も
な
い
国
は
拿
捕
・
処
罰
の
権
能
を
有
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
②
の
行
為
に
よ
っ
て
自
国
船
舶
が
被

害
を
受
け
た
国
が
、
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
き
い
か
な
る
措
置
を
と
れ
る
か
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
は
示
唆
と
な
る
こ
と
す
ら
何
も
述
べ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ホ
ー
ル
の
著
書
を
手
が
か
り
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
後
の

（
⚒
）
で
検
討
す
る
ハ
イ
ド
の
議
論
の
構
成
は
ホ
ー
ル
と
類
似
し
て
お
り
、
②
が
行
う
行
為
に
つ
い
て
取
り
得
る
措
置
に
つ
い
て
も
比

較
的
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
で
述
べ
る
。

（
ｃ
）「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
で
な
い
集
団
が
公
的
目
的
で
行
う
行
為
（
ホ
ー
ル
『
国
際
法
』
二
一
九
―
二
二
〇
頁
）

ホ
ー
ル
は
、
我
々
が
（
ａ
）
で
見
た
議
論
に
続
け
て
、「
海
賊
行
為
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
、
ま
た
は
海
賊
行
為
で
あ
る
と
主

未承認反乱団体が海上で行う暴力行為と海賊行為との関係（四・完）
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張
さ
れ
る
様
々
な
行
為
（
T
he
various
acts
w
hich
are
recognised
or
alleged
to
be
piratical）」
を
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討

す
る(232
)。
こ
の
検
討
の
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
海
賊
行
為
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
い
の
残
る
限
界

事
例
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
ー
ル
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
①
実
力
ま
た
は
脅
迫
に
よ
る
船
舶
の
強
奪
ま
た

は
そ
の
試
み
で
、
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
よ
る
も
の
、
ま
た
は
乗
組
員
の
反
乱
に
よ
る
も
の
、
②
相
互
に
戦
争
を
行
う
二
つ
の
交
戦
国

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
委
任
を
受
け
そ
れ
ら
二
つ
に
対
し
て
行
う
掠
奪
、
③
「
海
上
で
国
の
公
船
ま
た
は
私
船
に
対
し
て
行
う
掠
奪
行
為
、

ま
た
は
国
の
領
土
に
対
し
て
海
か
ら
行
わ
れ
る
襲
撃
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
行、

動、

の、

目、

的、

は、

政、

治、

的、

で、

あ、

る、

と
自
称
す
る
者
で
は
あ
る

が
、
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

の、

権、

威、

の、

下、

で、

行、

動、

し、

て、

い、

な、

い、

者、

た、

ち、

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
（
D
epredations
com
m
itted

atsea
upon
the
public
orprivate
vesselsofa
state,ordescentsupon
itsterritory
from
the
sea
by
personsnotacting

under
the
authority
of
any
politically
organised
com
m
unity,notw
ithstanding
that
the
objects
of
the
persons
so

acting
m
ay
be
professedly
political）」、
④
中
立
国
の
国
民
が
交
戦
国
の
一
方
か
ら
私
掠
状
を
受
け
る
場
合
、
の
四
つ
で
あ
る(233
)。

ホ
ー
ル
は
、
①
と
②
に
つ
い
て
は
特
に
検
討
し
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
当
然
に
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ホ
ー
ル
は
、
④
に
つ
い
て
は
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
が
、
結
論
的
に
は
、
私
掠
を
禁
じ
た
一
八
五
六
年
パ
リ
宣
言
の
当
事
国
に
な
っ
て

い
な
い
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
実
際
に
問
題
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
本
稿
に
関
係
す
る
の
は
③
で
あ
る
。
先
に
検

討
し
た
（
ａ
）
で
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
が
「
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

」、

が、

行
う
行
為
だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、「
政、

治、

的、

に、

組、

織、

さ、

れ、

た、

社、

会、

」、

の、

権、

威、

の、

下、

に、

な、

い、

者、

が、

行
う
行
為
で
あ
り
、
公
的
目
的
で
暴
力
行
為
を
行
う
団
体

の
組
織
性
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
③
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
は
、
厳
密
に
言
え
ば
海
賊
行
為
に
当
た
る
（
Strictly
allactsw
hich
can
be
thusdescribed
m
ust

be
regarded
as
in
a
sense
piratical）
と
述
べ
つ
つ(234
)、「
し
か
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
本、

当、

の、

性、

格、

（
the
true
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character）
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
法、

的、

な、

側、

面、

と
一
致
し
な
い
（
is
far
from
corresponding
w
ith
their
legalaspect）」
と

述
べ
る(235
)。
ホ
ー
ル
は
こ
こ
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
「
本
当
の
性
格
」
と
「
法
的
な
側
面
」
と
を
区
別
し
て
い
る
が
、
同
じ
段

落
で
、「
こ、

の、

種、

類、

の、

海、

賊、

行、

為、

（
piracy
ofthis
kind）
と
、
も、

っ、

と、

大、

雑、

把、

な、

形、

に、

お、

け、

る、

海、

賊、

行、

為、

（
piracy
in
its
coarser

form
s）
と
の
区
別
」
と
い
う
言
い
方
も
し
て
い
る(236
)。
先
に
検
討
し
た
ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
対
イ
ン
デ
ム
ニ
テ
ィ
相
互
海
事
保
証
会
社
事

件
（
本
稿
二
⚗
参
照
）
に
お
い
て
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
と
「『
海
賊
行
為
』
と
い
う
語
の
、
よ
り
一
般
大
衆
的
な
、
ま
た
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
意
味
」
と
を
区
別
す
る
英
国
海
事
高
等
裁
判
所
の
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
裁
判
官
は
、
ホ
ー
ル
の
こ
の
区
別
に
言
及
し
、

ホ
ー
ル
が
言
う
「
も
っ
と
大
雑
把
な
形
に
お
け
る
海
賊
行
為
」
が
、「
よ
り
一
般
大
衆
的
な
」
海
賊
行
為
概
念
に
相
当
す
る
と
述
べ
て

い
る(237
)。
つ
ま
り
、
ホ
ー
ル
は
、〈「
こ
の
種
類
の
海
賊
行
為
」
＝
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
「
法
的
な
側
面
」
＝
国
際
法
上
の
海
賊
行

為
概
念
〉
と
、〈「
も
っ
と
大
雑
把
な
形
に
お
け
る
海
賊
行
為
」
＝
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
「
本
当
の
性
格
」
＝
一
般
人
の
海
賊
行

為
概
念
〉
と
の
区
別
を
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
海
賊
行
為
概
念
は
、
ど
ち
ら
か
が
広
く
て
ど
ち
ら
か
が
狭
い
と
い
う

関
係
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
で
は
海
賊
行
為
に
な
る
が
「
も
っ
と
大
雑
把
な
」
海
賊
行
為
概
念
で
は
海
賊

行
為
に
な
ら
な
い
も
の
（
例
え
ば
右
の
③
は
こ
れ
に
当
た
る
）
と
、
逆
に
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
で
は
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い

が
「
も
っ
と
大
雑
把
な
」
海
賊
行
為
概
念
で
は
海
賊
行
為
に
な
る
も
の
と
が
あ
る
（
例
え
ば
ホ
ー
ル
は
、
奴
隷
貿
易
が
国
際
法
上
は
海

賊
行
為
で
は
な
い
が
い
く
つ
か
の
国
の
国
内
法
で
「
海
賊
行
為
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
て
い
る(238
)）。

ホ
ー
ル
は
、「
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
種
類
の
海
賊
行
為
と
、
も
っ
と
大
雑
把
な
形
に
お
け
る
海
賊
行
為
と
の
区
別
は
、
管
轄
権

の
行
使
に
関
す
る
慣
行
（
usage）
に
関
係
し
て
く
る
」
と
述
べ
る(239
)。
こ
こ
で
言
う
「
後
述
」
が
ど
こ
の
箇
所
を
指
し
て
い
る
の
か
は

書
か
れ
て
い
な
い
が
、
二
頁
後
の
「
海
賊
に
対
す
る
管
轄
権
」
と
題
す
る
項
（
二
二
二
―
二
二
三
頁
）
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る(240
)。
そ
こ
で
ホ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
賊
行
為
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
国
が
そ
れ
を
拿
捕
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し
処
罰
す
る
権
利
を
有
す
る
（
A
sa
generalrule
the
vesselsofallnationshave
a
rightto
seize
a
pirate
and
to
bring
him

in
for
trialand
punishm
entby
the
courts
oftheir
ow
n
country）
が
、「
海
賊
行
為
が
政
治
的
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

あ
る
特
定
の
国
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
場
合
に
は
（
W
hen
how
ever
piraticalacts
have
a
politicalobject,
and
are

directed
solely
against
a
particular
state）、
攻
撃
を
受
け
た
国
を
除
い
て
、
そ
れ
を
行
っ
た
者
た
ち
を
拿
捕
し
、
ま
し
て
や
処

罰
し
な
い
の
が
諸
国
の
慣、

行、

で、

あ、

る、

（
itis
notthe
practice
for
states
other
than
thatattacked
to
seize,
and
stillless
to

punish,
the
persons
com
m
itting
them(241)）」。
つ
ま
り
、
政
治
的
目
的
で
行
わ
れ
る
海
賊
行
為
で
あ
っ
て
も
海
賊
行
為
で
あ
る
以
上

は
す
べ
て
の
国
が
拿
捕
・
処
罰
す
る
「
権
利
」
を
有
す
る
が
、
実
際
の
「
慣
行
」
で
は
、
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
、
そ
れ

を
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ホ
ー
ル
は
、「
権
利
」
の
問
題
（
す
べ
て
の
国
が
海
賊
を
拿
捕
・
処

罰
す
る
権
利
を
有
す
る
）
と
区
別
し
て
「
慣
行
」（
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
か
ら
、
こ
こ
で
言
う
「
慣
行
」
は
、
慣
習
法
で
は
な
く
、
事
実
と
し
て
の
慣
習
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
右
の
議
論
（
ホ
ー
ル
『
国
際
法
』
初
版
の
二
一
九
―
二
二
〇
頁
お
よ
び
二
二
二
―
二
二
三
頁
で
論
じ

ら
れ
て
い
る
内
容
）
が
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
の
権
威
の
下
で
行
動
し
な
い
者
た
ち
」
が
政
治
的
目
的
で
行
う
行
為
に
つ
い

て
の
話
で
あ
る
の
に
対
し
、（
ａ
）
で
検
討
し
た
同
書
の
二
一
六
―
二
一
八
頁
は
、「
政
治
的
に
組
織
化
さ
れ
た
社
会
」
に
つ
い
て
の
話

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
後
者
の

場
合
で
あ
り
、
前
者
の
場
合
、
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
と
い
う
「
慣
行
」
は
存
在
す
る
が
、
国
際
法

上
の
海
賊
行
為
概
念
に
は
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

ホ
ー
ル
は
、
海
賊
行
為
が
「
あ
る
特
定
の
国
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
（
directed
solely
against
a
particular
state）」
場
合

に
つ
い
て
二
箇
所
で
言
及
し
て
お
り
（
ホ
ー
ル
『
国
際
法
』
初
版
の
二
二
〇
頁
と
二
二
三
頁
）、
こ
れ
ら
の
箇
所
は
、
海
賊
行
為
概
念
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に
「
無
差
別
性
」
要
件
と
い
う
も
の
が
あ
る
―
―
あ
る
特
定
の
国
の
み
を
対
象
と
す
る
行
為
は
無
差
別
の
行
為
で
は
な
く
海
賊
行
為
に

当
た
ら
な
い
―
―
と
主
張
さ
れ
る
際
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る(242
)。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
箇
所
は
ど
ち
ら
も
、

「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
の
権
威
の
下
で
行
動
し
な
い
者
た
ち
」
が
政
治
的
目
的
で
行
う
行
為
、
つ
ま
り
、
国
際
法
上
は
海
賊
行

為
に
該
当
し
、
す
べ
て
の
国
が
拿
捕
・
処
罰
の
権
利
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
拿
捕
・
処
罰
し
な
い

と
い
う
「
慣
行
」
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
に
つ
い
て
論
ず
る
中
で
出
て
く
る
記
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
海
賊
行
為
に
該
当
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
「
慣
行
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
慣
行
が
生
じ
た
理
由
が
問
題
と
な
る
が
、
そ

の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、「
あ
る
特
定
の
国
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」
と
い
う
特
徴
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
国

際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
の
要
素
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

右
の
「
慣
行
」
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
は
あ
ま
り
明
確
に
は
説
明
し
て
い
な
い
が
、
海
賊
行
為
の
処
罰
が
も
つ
「
多
か

れ
少
な
か
れ
政
治
的
な
側
面
（
a
m
ore
or
less
politicalcom
plexion）」
が
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る(243
)。「
多
か

れ
少
な
か
れ
政
治
的
な
側
面
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
や
は
り
何
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
国
内
の
政
治
的
な
抗
争
に

絡
ん
で
海
賊
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
海
賊
行
為
を
行
っ
た
者
を
外
国
が
拿
捕
・
処
罰
す
れ
ば
、
そ
れ
は
他
国
の
政
治
的
抗
争

の
一
方
（
政
府
）
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
他
国
の
政
治
的
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
拿
捕
・
処
罰
を
避
け
る
慣
行
が

生
ず
る
の
だ
、
と
ホ
ー
ル
が
考
え
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
得
る
。

し
か
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
他
国
の
政
治
的
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
に
海
賊
の
拿
捕
・
処
罰
を
避
け
る
の
は
、
あ

く
ま
で
も
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
治
的
目
的
で
行
わ
れ
る
海
賊

行
為
が
「
あ
る
特
定
の
国
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」
と
か
、「
攻
撃
を
受
け
た
国
を
除
い
て
」
海
賊
を
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
と
い
う

記
述
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
ー
ル
は
『
国
際
法
』
初
版
の
二
二
〇
頁
（
先
に
言
及
し
た
、
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「
こ
の
種
類
の
海
賊
行
為
と
、
も
っ
と
大
雑
把
な
形
に
お
け
る
海
賊
行
為
と
の
区
別
」
に
つ
い
て
述
べ
た
段
落
）
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
本
当
の
性
格
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
法
的
な
側
面
と
一
致
し
な
い
。
時
に
、
彼
ら
の
目
的

が
完
全
に
政
治
的
で
あ
り
、
他
の
諸
国
の
臣
民
の
身
体
や
財
産
に
対
す
る
掠
奪
や
攻
撃
を
慎
重
に
回
避
し
て
、［
暴
力
行
為
が
］

あ、

る、

特、

定、

の、

国、

家、

に、

対、

し、

て、

の、

み、

行、

わ、

れ、

る、

こ
と
が
あ
る
（
Som
etim
es
they
are
w
holly
politicalin
their
objects
and

are
directed
solely
againsta
particular
state,w
ith
carefulavoidance
ofdepredation
or
attack
upon
the
persons

or
property
ofthe
subjects
other
states）。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
行
わ
れ
た
行
為
は
攻
撃
を
受
け
た
国
に
と
っ
て
は
海
賊
的

で
あ
る
（
piraticalw
ith
reference
to
the
state
attacked）
が
、
他
の
諸
国
に
と
っ
て
は
、
実、

際、

上、

は、

海、

賊、

的、

で、

は、

な、

い、

（
for
practicalpurposes
not
piraticalw
ith
reference
to
other
states）。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
し
た
行
為
は
そ、

れ、

ら、

諸、

国、

の、

安、

全、

も、

、
海、

洋、

の、

一、

般、

的、

秩、

序、

も、

害、

し、

な、

い、

（
they
neither
interfere
w
ith
nor
m
enace
the
safety
ofthose
states

nor
the
generalgood
order
ofthe
seas）
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
種
類
の
海
賊
行
為
と
、
も
っ
と
大
雑
把

な
形
に
お
け
る
海
賊
行
為
と
の
区
別
は
、
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
る
慣
行
に
関
係
し
て
く
る(244
)。

繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
右
の
引
用
文
で
ホ
ー
ル
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
の
権
威
の
下

で
行
動
し
な
い
者
た
ち
」
が
政
治
的
目
的
で
行
う
行
為
で
あ
り
、
こ
の
行
為
は
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
行
為
が
「
あ
る
特
定
の
国
家
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」
場
合
、
そ
れ
は
、
攻
撃
を
受
け
た
国
以
外
の
国
に
と
っ
て
は
、
理
論
上

は
と
も
か
く
「
実、

際、

上、

は、

（
for
practicalpurposes）」
海
賊
的
で
は
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
そ
う
し
た
行
為
は
そ
れ
ら
諸
国
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の
安
全
も
、
海
洋
の
一
般
的
秩
序
も
害
し
な
い
」
の
に
、
他
国
の
政
治
的
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
を
犯
し
て
ま
で
、
あ
え
て
拿

捕
・
処
罰
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
実
際
上
は
」
海
賊
的
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。
ホ
ー

ル
は
、
暴
力
行
為
が
「
あ
る
特
定
の
国
家
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」
か
ど
う
か
、
ま
た
「
海
洋
の
一
般
的
秩
序
」
を
害
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
に
該
当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
拿
捕
・
処
罰
し
な
い

「
慣
行
」
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
文
脈
で
出
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
概
念
の
要
素
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
①
「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
は
、

そ
れ
が
「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
で
あ
る
限
り
、
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
に
該
当
し
な
い
。
②
「
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社

会
」
で
は
な
い
集
団
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
は
、
た
と
え
「
公
的
目
的
」・「
政
治
的
目
的
」
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
国
際
法

上
の
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
が
、
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
の
が
「
慣
行
」
で
あ
る
。
①
と
②
の
違
い

は
、
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
違
い
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
①
を
海
賊
行
為
と
し
て
扱
う
べ
き

で
な
い
の
は
、
①
が
、
道
徳
的
に
は
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
状
態
を
達
成
し
た
団
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
②
は
、

道
徳
的
に
す
ら
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
る
に
値
し
な
い
集
団
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
法
的
に
も
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
る

（
こ
れ
を
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
は
、
他
国
の
政
治
的
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
こ
と
を
望
む
国
の
打
算
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
「
慣
行
」
に
過
ぎ
な
い(245
)）。
①
と
②
は
、
未
承
認
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
法
的
に
同
一
で
あ
る
が
、
道
徳
的
に
は
異
な
る
評
価
を

与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
道
徳
的
評
価
の
違
い
が
、
海
賊
行
為
該
当
性
と
い
う
点
で
法
の
レ
ベ
ル
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
⚒
）
ハ
イ
ド

ハ
イ
ド
（
Charles
Cheney
H
yde）
は
、
一
九
二
二
年
の
『
主
に
米
国
に
よ
っ
て
解
釈
適
用
さ
れ
た
国
際
法
』
の
第
一
部
Ｃ
章

（「
管
轄
の
権
利
お
よ
び
義
務
」）
で
海
賊
行
為
に
対
す
る
管
轄
権
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
中
で
、「
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
」
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
（
第
二
三
三
節(246
)）。
ハ
イ
ド
は
そ
の
際
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
が
自
国
政
府
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
場

合
と
、
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
も
行
わ
れ
る
場
合
と
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

ま
ず
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
が
自
国
政
府
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
ハ
イ
ド
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。（
ⅰ
）

「
一
群
の
海
洋
諸
国
（
T
he
body
ofm
aritim
e
States）
は
、
反
乱
団
体
が
打
倒
し
よ
う
と
し
て
い
る
政
府
の
船
舶
に
対
し
て
の
み

向
け
ら
れ
る
反
乱
団
体
の
作
戦
行
動
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
影
響
を
受
け
な
い
。
そ
の
理
由
に
よ
り
、
そ
う
し
た
諸
国
は
、
時、

に、

（
at

tim
es）、
反
乱
団
体
に
対
し
て
正
式
に
承
認
を
与
え
る
前
で
あ
っ
て
も
、
反
乱
団
体
の
船
舶
と
そ
の
乗
組
員
に
付
与
さ
れ
た
権
限
を
一

定
程
度
尊
重
す
る
（
pay
a
certain
degree
of
respect
to
the
authority
conferred
upon
insurgent
vessels
and
their

occupants）
傾、

向、

（
a
disposition）
を
示
し
て
き
た(247
)」。（
ⅱ
）「
反
乱
運
動
が
成
功
し
、
外
国
に
対
し
て
承
認
を
求
め
る
こ
と
の
で

き
る
法
的
条
件
が
生
じ
る
と
（
A
s
the
success
of
an
insurgent
m
ovem
ent
produces
a
legal
conditions
of
affairs

dem
anding
recognition
by
foreign
pow
ers）、
そ
う
し
た
結
果
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
公
海
上
で
行
わ
れ
る
実
力
行
為

は
、
ホ
ー
ル
が
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
を
行
う
政
治
権
力
に
つ
い
て
外
部
か
ら
承
認
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
海、

賊、

行、

為、

と、

し、

て、

扱、

う、

べ、

き、

で、

な、

い、

（
should
not...be
treated
aspiraticalm
erely
on
accountofthe
lack
ofexternalrecognition
(248
)）」。

若
干
わ
か
り
に
く
い
が
、
ハ
イ
ド
は
、
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
（
交
戦
団
体
承
認
し
て
よ
い
要
件
）
が
満
た
さ
れ
て
い
る
状
況

（（
ⅱ
））
と
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
（（
ⅰ
））
と
を
区
別
し
、（
ⅱ
）
に
つ
い
て
は
「
海
賊
行
為
と
し
て
扱
う
べ
き
で
な

い
」
と
述
べ
つ
つ
、（
ⅰ
）
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
利
益
が
害
さ
れ
な
い
限
り
反
乱
団
体
の
行
為
を
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
な
い
「
傾、
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向、

（
disposition）」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
あ
く
ま
で
も
「
傾
向
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）。
こ
れ
は
、
ホ
ー
ル
が
、「
政
治
的
に

組
織
さ
れ
た
社
会
」
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
区
別
を
し
て
（
本
稿
三
⚒
（
⚑
）
の
（
ａ
）
と
（
ｃ
）
を
参
照
）、「
政
治
的
に
組
織

さ
れ
た
社
会
」
が
行
う
「
戦
争
に
お
い
て
許
さ
れ
る
行
為
」
は
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
に
該
当
し
な
い
一
方
、「
政
治
的
に
組
織
さ
れ

た
社
会
」
で
は
な
い
集
団
が
公
的
目
的
で
行
う
行
為
は
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
け
れ
ど
も
自
国
の
利
益
が
害
さ
れ
な
い
限

り
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
「
慣、

行、

」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
の
に
対
応
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
ハ
イ
ド
は
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
暴
力
行
為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
が
海
賊
行
為
に

あ
た
る
か
ど
う
か
は
、
①
「［
反
乱
］
運
動
の
規
模
（
the
m
agnitude
ofthe
m
ovem
ent）」
と
、
②
「
当
該
行
為
が
、
政
府
の
主

導
権
を
め
ぐ
る
闘
い
と
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
（
the
relation
ofthe
acts
to
the
struggle
for
the
reins
ofgovernm
ent）」

に
よ
り
決
ま
る
と
述
べ
る(249
)。
よ
り
具
体
的
に
は
、「
そ
の
行
為
が
闘
い
に
付
随
す
る
（
incidentalto
the
contest）
も
の
で
、
対
峙

し
て
い
る
合
法
政
府
に
対
し
、
外
国
ま
た
は
外
国
の
国
民
が
援
助
を
与
え
る
の
を
阻
止
す
る
試
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
場
合
で
、

か
つ
、
闘
い
の
規
模
が
外
国
に
よ
る
反
乱
団
体
の
承
認
を
正
当
化
し
得
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
（
in
a
struggle
ofsuch

m
agnitude
asw
ould
justify
the
recognition
ofthe
insurgentassuch
by
a
foreign
pow
er）、
そ
れ
は
海
賊
行
為
と
し
て
扱

わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る(250
)」。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
未
承
認
反
乱
団
体
が
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
行
う
暴
力
行
為
で
あ
っ
て
も
、
①
反
乱
の
規
模

と
、
②
暴
力
行
為
の
反
乱
と
の
関
連
性
を
条
件
と
し
て
、
海
賊
行
為
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
た
国
が
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ハ
イ
ド
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。
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外
国
の
国
民
に
属
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
未
承
認
反
乱
団
体
に
よ
り
拿
捕
さ
れ
た
も
の
は
、
当
該
国
の
公
船
に
よ
り
公
海
上
で
合、

法、

的、

に、

奪、

還、

す、

る、

こ、

と、

が、

で、

き、

る、

（
m
ay
be
law
fully
retaken）、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
権
利
は
、［
未
承
認
反
乱
団
体
に
よ
る
］
最
初
の
拿
捕
が
海
賊
行
為
の
性
質
を
有
し
て
い
た
（
the
original

taking
w
as
essentially
piratical）
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
拿、

捕、

が、

違、

法、

だ、

っ、

た、

の、

だ、

か、

ら、

［
拿
捕
さ
れ

た
船
舶
を
］
拿、

捕、

者、

か、

ら、

救、

出、

す、

る、

こ、

と、

は、

少、

な、

く、

と、

も、

正、

当、

化、

し、

得、

る、

（
as
the
seizure
w
as
w
rongfulthe
rescue
from

the
seizorisatleastjustifiable）
と
い
う
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
奪、

還、

の、

権、

利、

（
thisrightofrecapture）
か
ら
は
、

［
未
承
認
反
乱
団
体
に
よ
る
］
最
初
の
拿
捕
を
海
賊
行
為
と
見
な
す
権
利
は
出
て
こ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
行
為
が
そ
の

よ
う
な
性
質
［
海
賊
行
為
と
し
て
の
性
質
］
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
適
用
し
得
る
一
般
原
則
（
the

generalprinciple
applicable
to
any
case）
に
照
ら
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る(251
)。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
海
賊
行
為
に
該
当
し
な
い
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
た
国

は
、
奪
わ
れ
た
自
国
船
舶
を
「
奪
還
す
る
権
利
」
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
は
、
一
八
八
五
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
反
乱
の
際
に
ベ
ア
ー
ド
米

国
国
務
長
官
が
主
張
し
て
い
た
「
盗
ま
れ
た
財
産
の
奪
還
の
権
利
（
the
right
ofrecovery
ofstolen
property）」（
本
稿
二
⚖

（
⚑
）（
ｃ
）
参
照(252
)）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
ハ
イ
ド
も
ベ
ア
ー
ド
の
書
簡
を
引
用
し
て
い
る(253
)。
こ
の
「
奪
還
の

権
利
」
は
、
海
賊
行
為
に
対
す
る
管
轄
権
と
違
っ
て
、
被
害
船
舶
の
旗
国
の
み
が
行
使
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
権
利
の
内
容
（
権

利
を
行
使
し
て
で
き
る
事
項
）
に
お
い
て
両
者
が
ど
の
く
ら
い
違
う
の
か
に
つ
い
て
、
ハ
イ
ド
も
ベ
ア
ー
ド
も
何
も
述
べ
て
い
な
い
。

し
か
し
、「
奪
還
（
recovery
;recapture
;retaken）」
と
い
う
表
現
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
海
賊
行
為
に
対
す
る
管
轄
権
が
船
舶

の
拿
捕
や
物
の
押
収
に
加
え
実
行
者
の
処
罰
（
刑
事
裁
判
権
の
行
使
）
ま
で
含
む
の
に
対
し
、「
奪
還
の
権
利
」
は
、
奪
わ
れ
た
船
舶
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と
貨
物
の
奪
還
と
い
う
純
粋
に
回
復
的
な
措
置
に
限
ら
れ
、
実
行
者
の
処
罰
ま
で
は
含
ま
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

「
奪
還
の
権
利
」
の
根
拠
に
つ
い
て
ハ
イ
ド
は
ほ
と
ん
ど
何
も
述
べ
て
お
ら
ず
（「
拿
捕
が
違
法
だ
っ
た
の
だ
か
ら
［
拿
捕
さ
れ
た
船

舶
を
］
拿
捕
者
か
ら
救
出
す
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
正
当
化
し
得
る
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
）、
ベ
ア
ー
ド
も
「
固
有
の
権
利
（
an

inherent
right）」
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
説
明
を
し
て
い
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ハ
イ
ド
は
、「［
反
乱
］
運
動
の
規
模
」
を
基
準
と
し
て
、
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
が
満

た
さ
れ
て
い
る
状
況
と
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
を
区
別
し
た
（
暴
力
行
為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
る
場
合
に
つ
い

て
は
前
者
の
状
況
の
み
を
述
べ
て
い
る
一
方
、
暴
力
行
為
が
自
国
政
府
に
の
み
向
け
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
両
方
の
状
況
を
述
べ
て
い

る
）。
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
が
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
の
は
、
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
行
為
が
反

乱
と
「
関
連
」
し
て
い
る
場
合
で
あ
る(254
)。
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
暴
力
行
為
が
第
三
国
船

舶
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
第
三
国
は
実
行
者
を
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
「
傾
向
（
disposition）」
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も

「
傾
向
」
で
あ
り
、
海
賊
と
し
て
の
拿
捕
・
処
罰
が
法
的
に
不
可
能
だ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
議
論
の
構
造
は
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
と
よ
く
似
て
い
る
。
ホ
ー
ル
と
違
い
ハ
イ
ド
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
実
質
的

な
理
由
を
あ
ま
り
説
明
し
て
い
な
い
が
、
ハ
イ
ド
も
ホ
ー
ル
と
同
様
に
、
交
戦
団
体
承
認
は
国
家
が
裁
量
的
に
与
え
た
り
与
え
な
か
っ

た
り
で
き
る
も
の
（
concession）
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る(255
)。
そ
の
た
め
、
ホ
ー
ル
と
同
様
ハ
イ
ド
に
お
い
て
も
、

交
戦
団
体
承
認
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
て
も
承
認
が
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
値
す
る
団
体
が
交
戦

団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
な
い
事
態
が
生
じ
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
場
合
と
、
そ
も
そ
も
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
値
す
る

団
体
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
道
徳
的
に
は
異
な
る
評
価
が
な
さ
れ
る
。
ハ
イ
ド
は
こ
の
点
に
つ
い
て
あ
ま
り
明
確

に
述
べ
て
い
な
い
が
、
ホ
ー
ル
と
同
様
の
考
え
方
は
、
ハ
イ
ド
の
干
渉
論
や
政
府
承
認
論
の
中
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

未承認反乱団体が海上で行う暴力行為と海賊行為との関係（四・完）
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る(256
)。
そ
し
て
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
ド
の
海
賊
論
に
お
い
て
、「［
反
乱
］
運
動
の
規
模
」
と
反
乱
と
の
関
連
性
を
基
準
に
未

承
認
反
乱
団
体
の
行
為
が
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
達
成
し
た
反
乱
団
体
が
―
―
そ
の
よ
う
な
状
態

す
ら
達
成
で
き
て
い
な
い
団
体
と
違
っ
て
―
―
、
道
徳
的
に
は
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
値
す
る
団
体
だ
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

最
後
に
、
ハ
イ
ド
の
以
上
の
議
論
と
、「
私
的
目
的
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。
ハ
イ
ド
は
、「
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
」
に
つ

い
て
論
じ
た
第
二
三
三
節
の
直
前
の
第
二
三
二
節
に
お
い
て
、
脚
注
で
ホ
ー
ル
を
引
用
し
つ
つ
、「
海
賊
行
為
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
政

治
社
会
の
公
的
目
的
の
た
め
（
for
a
public
purpose
in
behalfofa
politicalcom
m
unity）
で
は
な
く
、
私
的
目
的
の
追
及
の
た

め
に
（
in
furtherance
ofprivate
ends）
行
わ
れ
る
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る(257
)。
し
か
し
、「
私
的
目
的
」
の
問
題

は
第
二
三
三
節
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
が
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
と
し
て

は
、「［
反
乱
］
運
動
の
規
模
」
と
行
為
の
反
乱
と
の
関
連
性
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
第
二
三
三
節
で
問
題

と
し
て
い
る
の
は
反
乱
団
体
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
為
が
「
私
的
目
的
」
で
は
な
く
「
公
的
目
的
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
当
然

の
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ハ
イ
ド
の
議
論
で
は
、「
私
的
目
的
」
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
行
為
、

つ
ま
り
反
乱
団
体
の
行
為
が
す
べ
て
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
反
乱
の
規
模
と
、
行
為
が
反
乱
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
反
乱
団
体
行
為
の
海
賊
行
為
該
当
性
を
「
私
的
目
的
」
概
念
だ
け
で
判
断
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

（
⚓
）
コ
ベ
ッ
ト

コ
ベ
ッ
ト
（
Pitt
Cobbett）
は
、
一
九
〇
九
年
の
『
国
際
法
の
事
例
お
よ
び
意
見
』
に
お
い
て
、
ホ
ー
ル
と
同
様
の
理
由
づ
け
に

よ
っ
て
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
う
一
定
範
囲
の
行
為
を
海
賊
行
為
概
念
か
ら
除
外
し
た
。
コ
ベ
ッ
ト
は
、
未
承
認
反
乱
団
体
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（
unrecognised
insurgents）
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
、
海
賊
行
為
に
当

た
る
と
い
う
説
も
主
張
さ
れ
る
が
（
例
え
ば
A
m
brose
Light号
事
件
判
決
）、
原
理
的
に
正
し
く
実
行
に
合
致
す
る
の
は
次
の
見
解

だ
と
い
う
（
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
と
そ
の
上
の
数
字
は
引
用
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、「
反
乱
団
体
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
行
為
は
、
た
と
え
未
承
認
で
あ
っ
て
も
、
政
治
的
目
的
の
た
め
に
（
for
politicalends）
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、

［
⚑
］
反
乱
の
相
手
で
あ
る
政
府
の
支
持
者
以
外
の
者
に
対
す
る
掠
奪
ま
た
は
暴
力
行
為
を
伴
わ
な
い
限
り
（
so
long
as
do
not

involve
acts
ofspoliation
or
violence
tow
ards
other
persons
than
the
adherents
ofthe
Governm
entagainstw
hich

the
insurrection
is
directed）、
海
賊
行
為
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
見
解
で
あ
る(258
)。
コ
ベ
ッ
ト
は
、
右
の
引
用
文
の

次
の
段
落
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

海
上
に
お
け
る
暴
力
と
掠
奪
は
正
当
に
処
罰
で
き
る
が
、［
⚒
］
反
乱
団
体
が
相
当
の
規
模
で
あ
り
（
ofconsiderable
size）、

団
体
の
支
持
者
の
行
う
不
正
規
の
行
為
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
そ
れ
に
責
任
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
政
府
（
a
Governm
ent

capable
ofcontrolling
or
being
answ
erable
for
any
irregular
action
on
the
partofits
adherents）
を
も
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
単
に
未
承
認
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
は
、
必
要
と
考
え
る
交
戦
措
置
―
―
そ
れ
は
お
そ
ら
く
は
［
⚓
］
外
国

人
の
身
体
ま
た
は
そ
の
財
産
の
捕
獲
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
―
―
を
敵
に
対
し
て
採
用
し
執
行
す
る
（
adopting
and

enforcing,
otherw
ise
perhaps
than
by
the
seizure
of
foreign
persons
or
their
property,
such
belligerent

m
easuresagainstitsadversary
asitm
ay
deem
necessary）
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。［
⚔
］
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
措
置

が
他、

の、

諸、

国、

の、

通
商
活
動
を
害
し
、
制
約
す
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
（
even
though
such

m
easures
m
ay
ham
per
or
lim
itthe
com
m
ercialoperations
ofother
States）。
な
ぜ
な
ら
、［
⚕
］
そ
う
し
た
措
置
を
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実
施
で
き
る
能
力
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、［
反
乱
団
体
］
は
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
か
ら
で

あ
る
（
it
is
only
by
proof
of
its
com
petency
to
carry
out
such
m
easures
that
it
can
hope
to
com
m
and
a

recognition
ofits
belligerency
(259
)）。

右
で
引
用
し
た
文
章
の
う
ち
、
傍
線
部
［
⚑
］
と
［
⚓
］
で
は
、
暴
力
行
為
が
第
三
国
の
船
舶
等
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
海

賊
行
為
概
念
か
ら
除
外
さ
れ
る
た
め
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
他
方
、
傍
線
部
［
⚔
］
で
は
、
未

承
認
反
乱
団
体
の
交
戦
措
置
が
「
他
の
諸
国
の
通
商
活
動
を
害
し
、
制
約
す
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
」
海
賊
行
為
に
な
ら

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
命
題
は
、
相
互
に
対
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。

コ
ベ
ッ
ト
は
、
傍
線
部
［
⚕
］
の
文
章
に
脚
注
を
付
け
て
ホ
ー
ル
の
著
書
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、［
⚕
］
は
、「
請
求
者
に
対
し
、
絞

首
刑
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
行
為
に
よ
っ
て
自
ら
の
請
求
を
実
現
せ
よ
と
求
め
る
の
は
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
ホ
ー
ル

の
議
論
（
前
掲
注
（
219
）
を
付
け
た
引
用
文
参
照
）
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
交
戦
団
体
と
し
て
承

認
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
反
乱
団
体
が
政
府
組
織
を
有
し
、
戦
争
法
に
従
っ
て
反
乱
を
遂
行
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
示
す
た
め
に
は
、
交
戦
活
動
を
実
際
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
乱
団
体

が
行
う
交
戦
活
動
を
海
賊
行
為
と
し
て
処
罰
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
承
認
の
要
件
を
示
せ
と
言
い
な
が
ら
そ
れ
を
示
す
行
為
を
処

罰
す
る
こ
と
で
あ
り
、
背
理
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。［
⚒
］
の
よ
う
に
述
べ
る
（
反
乱
団
体
の
組
織
性
を
問
題
に
し
て
い
る
）
の
も
、

ホ
ー
ル
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ベ
ッ
ト
は
自
分
の
説
が
ホ
ー
ル
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
H
uascar
号
事
件
（
本
稿
二
⚔
参

照
）
―
―
ペ
ル
ー
の
反
乱
団
体
が
英
国
船
、
つ
ま
り
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
っ
た
事
案
―
―
に
つ
い
て
当
該
行
為
が
海
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賊
行
為
だ
っ
た
と
述
べ
る
際
、
暴
力
行
為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
た
か
ら
海
賊
行
為
だ
っ
た
の
だ
と
は
述
べ
ず
、
同
事
件
で
は
、

「
反
乱
者
は
明
ら
か
に
、
暫
定
的
な
性
質
の
も
の
と
し
て
さ
え
組
織
化
さ
れ
た
政
府
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
（
反
乱
の
組
織

性
）
と
、
H
uascar
号
の
行
っ
た
行
為
が
「
承
認
さ
れ
た
交
戦
団
体
に
認
め
ら
れ
る
中
立
通
商
へ
の
干
渉
権
さ
え
超
え
る
も
の
だ
っ

た
」
こ
と
（
行
為
の
内
容
）
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
コ
ベ
ッ
ト
は
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
う
暴
力
行
為
が
海
賊

行
為
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
行
為
の
対
象
で
は
な
く
、
行
為
の
内
容
を
基
準
と
す
る
説
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
適

当
で
あ
ろ
う(260
)。

お
わ
り
に

未
承
認
反
乱
団
体
が
船
舶
を
用
い
て
海
上
で
暴
力
行
為
を
行
う
と
き
、
第
三
国
は
、
通
常
、
①
自
国
船
舶
ま
た
は
自
国
民
が
被
害

を
受
け
な
い
限
り
そ
の
船
舶
に
対
し
て
拿
捕
等
の
措
置
を
と
ら
な
い
一
方
、
②
自
国
船
舶
ま
た
は
自
国
民
が
被
害
を
受
け
た
場
合
に

は
拿
捕
等
の
措
置
を
と
る
権
利
を
留
保
す
る
（
実
際
に
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
先
例
も
複
数
あ
る
）。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
反

乱
当
事
国
の
船
舶
だ
け
で
な
く
第
三
国
船
舶
の
安
全
を
一
般
的
に
害
す
る
か
ど
う
か
―
―
「
海
上
交
通
の
一
般
的
安
全
」
を
害
す
る
か

ど
う
か
（
海
賊
行
為
の
い
わ
ゆ
る
「
無
差
別
性
」）
―
―
が
海
賊
行
為
該
当
性
を
判
断
す
る
基
準
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
、
実
際
、

先
行
研
究
は
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
再
検
討
し
た
主
要
先
例
と
主
要
学
説
の
多
く
に
お
い
て
、
第
三
国
が
右

の
①
と
②
の
立
場
を
と
る
理
由
は
そ
の
よ
う
に
は
説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
そ
の
よ
う
に
説
明
し
た
も
の
は
、
二
⚕
で
検
討
し
た

M
ontezum
a
号
事
件
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
と
、
三
⚑
（
⚑
）
で
検
討
し
た
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
く
ら
い
で
あ
っ
た
）。

そ
れ
で
は
、
反
乱
の
第
三
国
が
右
の
①
お
よ
び
②
の
立
場
を
と
っ
た
本
当
の
理
由
は
何
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、（
ア
）
他
国
の

反
乱
に
対
す
る
「
不
介
入
」
の
態
度
（
不
干
渉
原
則
ま
た
は
不
干
渉
の
政
策
）
を
挙
げ
る
も
の
（
本
稿
二
で
検
討
し
た
国
家
実
行
の
一
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般
的
傾
向
、
三
で
検
討
し
た
学
説
の
う
ち
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
と
ジ
デ
ル
）
と
、（
イ
）
一
定
の
組
織
性
を
達
し
た
（
交
戦
団
体
承
認
の
要

件
を
満
た
し
た
）
反
乱
団
体
は
、
道
徳
的
に
は
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
も
の
（
ホ
ー
ル
お
よ
び

ハ
イ
ド
）
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、（
イ
）
は
、
考
え
方
と
し
て
は
、
本
稿
一
で
検
討
し
た
チ
ェ
ン
お
よ
び
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
の
交
戦
団
体
承
認
論
に
通
じ

る
考
え
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ェ
ン
と
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
段
階
に
達
し
た
（「
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
」
を

満
た
し
た
）
反
乱
団
体
が
自
動
的
に
交
戦
権
を
付
与
さ
れ
る
―
―
チ
ェ
ン
に
お
い
て
は
宣
言
的
効
果
説
に
よ
り
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
に

お
い
て
は
承
認
義
務
を
通
じ
て
―
―
の
は
、「
す
べ
て
の
人
民
が
政
府
の
形
態
を
自
ら
選
択
す
る
権
利
」
な
い
し
「
抵
抗
権
」（
チ
ェ

ン
）、
あ
る
い
は
「
同
意
に
基
づ
く
統
治
に
対
す
る
人
間
の
権
利
」（
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
）
に
基
づ
く
。
つ
ま
り
、
人
民
は
、「
政
府
の

形
態
を
自
ら
選
択
す
る
」
た
め
、
必
要
な
ら
ば
反
乱
に
従
事
す
る
権
利
を
有
し
、
反
乱
の
遂
行
に
必
要
な
一
定
の
暴
力
行
為
を
行
う
こ

と
（
交
戦
権
の
行
使
）
を
許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
す
べ
て
の
人
民
が
政
府
の
形
態
を
自
ら
選
択
す
る
権
利
」
と
い
う
考
え
方
を
、

宣
言
的
効
果
説
ま
た
は
承
認
義
務
の
肯
定
と
い
う
形
で
、
交
戦
団
体
承
認
制
度
に
反
映
さ
せ
た
の
が
チ
ェ
ン
と
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ
ー
ル
と
ハ
イ
ド
は
、
交
戦
団
体
承
認
に
つ
い
て
は
創
設
的
効
果
説
を
と
り
、
か
つ
、
承
認
義
務
を
否
定
す
る
が
、

反
乱
団
体
が
反
乱
に
従
事
し
、
そ
の
過
程
で
一
定
の
暴
力
行
為
を
行
う
こ
と
を
必
ず
し
も
否
定
的
に
は
評
価
し
て
い
な
い
。「
権
利
主

張
者
に
対
し
、
絞
首
刑
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
行
為
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
利
を
実
現
せ
よ
と
求
め
る
の
は
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
ホ
ー
ル
の
一
文
（
前
掲
注
（
219
）
を
付
け
た
引
用
文
参
照
）
は
、
そ
の
こ
と
を
印
象
的
な
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る

（
ハ
イ
ド
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
256
）
を
参
照
）。
ホ
ー
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
を
満
た
し
た
団
体
は
、
法
的

に
は
と
も
か
く
、
道
徳
的
に
は
、
交
戦
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
値
す
る
団
体
で
あ
る
。
そ
う
し
た
道
徳
的
評
価
が
、
海
賊
行
為
該
当

性
と
い
う
問
題
に
お
い
て
法
の
レ
ベ
ル
に
現
れ
た
の
が
、
ホ
ー
ル
や
ハ
イ
ド
の
海
賊
論
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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前
述
し
た
（
ア
）
の
考
え
方
（
他
国
の
反
乱
に
対
す
る
「
不
介
入
」）
も
、
チ
ェ
ン
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
、
ホ
ー
ル
、
ハ
イ
ド
ら
の

考
え
方
と
類
似
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
不
干
渉
原
則
や
不
干
渉
政
策
が
保
護
す
る
も
の
は
他
国
の
主
権
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
も
あ
り
得
る
が
、
海
賊
問
題
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
き
た
不
干
渉
の
原
則
・
政
策
は
、
他
国
の
主
権
を
保
護
す
る
と
い
う
趣
旨
の

も
の
で
は
な
く
―
―
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
既
存
政
府
の
要
請
に
応
じ
て
反
乱
団
体
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
す

る
の
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
―
―
、
政
府
の
形
態
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
る
他
国
の
反
乱
は
、
当
該
他
国
の
当
事
者
（
政
府
と
反
乱
者
）

の
抗
争
に
委
ね
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
政
府
の
形
態
の
選
択
の
た
め
に
反
乱
を
行
っ
て
い
る
反
乱
者

は
、
第
三
国
の
目
か
ら
見
て
、
合
法
的
に
交
戦
権
を
行
使
で
き
る
交
戦
団
体
で
は
な
い
け
れ
ど
も
海
賊
と
い
う
否
定
的
な
評
価
ま
で
与

え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
鎮
圧
に
つ
い
て
第
三
国
が
手
を
貸
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
海
賊
行
為
概
念
か
ら
除
外
さ
れ
た
反
乱
団
体
行
為
の
範
囲
は
、
交
戦
団
体
承
認
制
度
ま
た
は
不
干
渉

の
原
則
な
い
し
政
策
が
保
護
す
る
も
の
の
範
囲
と
一
致
す
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
か
も
し
れ
な
い
が
、
海

賊
問
題
に
つ
い
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
ジ
ョ
ン
対
マ
ベ
コ
事
件
ベ
ル
ギ
ー
破
棄
院
判
決
（
一
九
八
六
年
）
が
、
被
告
（
上

告
人
）
の
行
っ
た
行
為
は
「
政
治
的
な
側
面
を
帯
び
て
い
る
と
は
い
え
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
自
ら
の
立
場
を
擁
護
す
る
た
め
に

（
pourdéfendre
une
position
propre
concernantun
problèm
e
déterm
iné,celui-cieût-ilrevêtu
un
aspectpolitique）」

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
あ
る
国
も
し
く
は
国
家
と
い
う
制
度
の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
そ
れ
ら
を
害
す
る
た
め
に
（
dans

l’intérêtou
au
détrim
entd’un
Etatou
d’un
régim
e
d’Etat）」
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
と
判
示

し
た
こ
と(261
)も
、
そ
の
観
点
か
ら
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

反
乱
団
体
が
「
反
乱
の
遂
行
に
必
要
な
範
囲
で
」
行
っ
た
暴
力
行
為
に
対
し
海
賊
行
為
と
い
う
評
価
ま
で
は
与
え
な
い
、
と
い
う
の
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が
本
問
題
に
関
す
る
主
要
先
例
お
よ
び
主
要
学
説
の
多
く
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
基
本
原
理
だ
と
す
る
と
、
海
賊
行
為
概
念
か
ら

除
外
さ
れ
る
行
為
の
範
囲
は
、「
仮
に
戦
争
法
を
適
用
し
た
な
ら
ば
合
法
と
な
る
行
為
」
と
概
ね
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
完

全
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
）。
戦
い
―
―
国
家
間
で
行
わ
れ
る
戦
争
ま
た
は
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
た
内
戦

―
―
の
遂
行
に
必
要
な
こ
と
の
範
囲
を
定
め
た
諸
規
則
の
体
系
が
戦
争
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
海
賊
行
為
概
念
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
、
行
為
が
第
三
国
船
舶
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
重
要
な
基
準
で
は
な
い
。
本

問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
戦
争
や
内
戦
は
も
っ
ぱ
ら
敵
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
想
定
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
第
三
国
民
や
第
三
国
船
舶
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
戦
争
や
内
戦
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
陸
上
で
も
（
例
え

ば
、
軍
事
目
標
を
狙
っ
た
爆
撃
・
砲
撃
の
結
果
、
第
三
国
民
や
そ
の
財
産
が
付
随
的
損
害
を
被
る
場
合
）、
海
上
で
も
（
例
え
ば
戦
時

禁
制
品
捕
獲
、
封
鎖
、
臨
検
捜
索
等
）
同
じ
で
あ
る
。
海
上
捕
獲
に
つ
い
て
言
え
ば
、
海
上
捕
獲
法
を
構
成
す
る
諸
制
度
の
う
ち
、

も
っ
と
も
正
当
化
根
拠
が
強
い
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
第
三
国
船
舶
に
も
適
用
さ
れ
る
戦
時
禁
制
品
制
度
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
敵
船
お

よ
び
敵
船
上
の
敵
貨
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
敵
船
敵
貨
捕
獲
制
度
（
敵
船
お
よ
び
敵
船
上
の
敵
貨
を
敵
船
ま
た
は
敵
貨
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
す
べ
て
捕
獲
・
没
収
す
る
制
度
）
に
つ
い
て
は
、
正
当
化
根
拠
が
薄
弱
な
の
で
廃
止
す
べ
き
だ
と
い
う
立
法
論
が
、
第
一

次
大
戦
以
前
に
す
ら
有
力
だ
っ
た(262
)。
常
識
的
に
考
え
て
も
、
交
戦
国
や
交
戦
団
体
が
海
上
で
何
よ
り
も
ま
ず
行
う
べ
き
こ
と
は
、
戦
時

禁
制
品
と
い
う
危
険
な
物
資
が
敵
の
手
に
渡
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
国
船
舶
が
そ
う
し
た
物
資
を
輸
送
し
て
い
る
場
合

に
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、
当
然
に
許
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
未
承
認
反
乱
団
体
が
反
乱
の
遂
行
に
必
要
な
限
度
で
行
う

行
為
に
海
賊
行
為
と
い
う
否
定
的
評
価
ま
で
は
与
え
な
い
、
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
海
賊
行
為
概
念
か
ら
ま
ず
除
外
さ
れ

る
べ
き
も
の
は
、
戦
時
禁
制
品
の
捕
獲
に
当
た
る
よ
う
な
行
為
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
本
稿
の
結
び
と
す
る
。
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第
一
に
、
反
乱
団
体
の
組
織
性
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ル
や
ハ
イ
ド
の
海
賊
論
に
お
い
て
、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
う

暴
力
行
為
が
国
際
法
上
の
海
賊
概
念
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
、
反
乱
団
体
が
一
定
の
組
織
性
を
達
し
た
場
合
（
交
戦
団
体
承
認
の
要
件

が
満
た
さ
れ
た
場
合
）
で
あ
っ
た
（
そ
う
し
た
組
織
性
が
達
せ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
海
賊
と
し
て
扱
わ
な
い
「
慣
行
」

（
ホ
ー
ル
）
や
「
傾
向
」（
ハ
イ
ド
）
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
）。
先
例
の
中
に
も
、
反
乱
団
体
の
組
織
性
に
言
及
す
る
も
の
が
あ
っ
た

（
例
え
ば
、
二
⚖
（
⚑
）（
ｃ
）
で
検
討
し
た
ベ
ア
ー
ド
国
務
長
官
書
簡
）。
し
か
し
、「
政
府
の
形
態
を
自
ら
選
択
す
る
」
た
め
に
必

要
な
範
囲
で
行
う
暴
力
行
為
に
対
し
海
賊
行
為
と
い
う
否
定
的
評
価
ま
で
は
与
え
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
本
問
題
に
関
す
る
基
本
原

理
だ
っ
た
と
す
る
と
、
反
乱
団
体
が
一
定
の
組
織
性
を
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
何
故
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
の
点
は
、

交
戦
団
体
承
認
制
度
に
お
い
て
「
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
」（
反
乱
団
体
の
組
織
性
や
領
域
支
配
な
ど
を
内
容
と
す
る
）
が
存
在
し
た

の
は
何
故
か
と
い
う
問
題
と
も
関
係
し
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
文
中
で
も
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
点
で
あ
る
が
、
反
乱
団
体
を
海
賊
と
し
て
扱
わ
な
い
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き

た
他
国
の
反
乱
へ
の
「
不
介
入
」
が
、
国
際
法
上
の
不
干
渉
原
則
に
基
づ
く
義
務
だ
っ
た
の
か
、「
政
策
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
。「
義
務
」
だ
っ
た
の
で
あ
れ
れ
ば
、
反
乱
団
体
の
行
う
一
定
の
行
為
が
海
賊
行
為
概
念
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
も
し
「
政
策
」
だ
っ
た
場
合
、
そ
の
政
策
と
、
海
賊
行
為
の
法
概
念
と
の
関
係
は
ど
う
整
理
さ
れ
る
か

（
海
賊
行
為
に
当
た
る
け
れ
ど
も
拿
捕
・
処
罰
等
は
行
わ
な
い
と
い
う
「
政
策
」
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の

か
）
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
を
国
連
海
洋
法
条
約
の
解
釈
論
に
反
映
さ
せ
る
か
、
反
映
さ
せ
な
い
か
、
反
映
さ
せ
る
と
す
れ
ば

ど
の
よ
う
に
し
て
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
が
検
討
し
た
問
題
を
、
一
九
二
六
年
松
田
草
案
や

一
九
三
二
年
ハ
ー
バ
ー
ド
草
案
が
「
私
的
目
的
」
と
い
う
形
で
要
件
化
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
公
海
条
約
や
国
連
海
洋
法
条
約
に
引
き
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継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
を
国
連
海
洋
法
条
約
の
解
釈
論
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
一
定
の
合
理
性
が
あ
る

こ
と
に
な
る
一
方
、
松
田
草
案
や
ハ
ー
バ
ー
ド
草
案
か
ら
国
連
海
洋
法
条
約
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
と
の
間
に
断
絶
、
あ

る
い
は
何
ら
か
の
変
化
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
断
絶
や
変
化
を
考
慮
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
本
稿
の
結
論
を
国
連
海
洋
法
条

約
の
解
釈
論
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(191
)
も
っ
と
具
体
的
に
は
、
本
問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
の
到
達
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
菅
野
・
前
掲
注
（
⚕
）
で
検
討
さ
れ
て
い
る
学
説
、

つ
ま
り
、
ホ
ー
ル
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
、
ジ
デ
ル
、
コ
ベ
ッ
ト
、
ハ
イ
ド
を
検
討
す
る
。
菅
野
は
、
ホ
ー
ル
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ユ
、

デ
・
ラ
ウ
テ
ル
、
ジ
デ
ル
が
行
為
の
対
象
を
基
準
と
す
る
説
を
と
っ
た
と
理
解
し
、
こ
れ
が
こ
の
問
題
に
関
す
る
多
数
説
で
あ
っ
た
と
評
価
す

る
。
菅
野
に
よ
れ
ば
、
こ
の
多
数
説
に
お
い
て
、
海
賊
行
為
の
要
件
と
し
て
、「
私
的
目
的
」
要
件
と
「
無
差
別
性
」
要
件
が
提
示
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

(192
)
本
文
で
検
討
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
、「
正
当
政
府
は
そ
う
し
た
船
舶
［
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
て
い
な
い

反
乱
団
体
か
ら
私
掠
状
を
交
付
さ
れ
た
船
舶
や
そ
う
し
た
反
乱
団
体
が
使
用
す
る
軍
艦
］
を
海
賊
と
見
な
す
だ
ろ
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

第
三
国
は
、
そ
う
し
た
船
舶
が
当
該
第
三
国
の
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
わ
な
い
限
り
、
そ
う
す
べ
き
で
は
な
い
［
海
賊
と
見
な
す
べ
き

で
は
な
い
］（
oughtnotto
do
so）」
と
述
べ
る
。
も
っ
と
も
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
は
右
の
よ
う
に
述
べ
る
根
拠
と
し
て
一
八
七
三
年
の
ス
ペ

イ
ン
反
乱
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
実
質
的
な
理
由
を
述
べ
て
は
い
な
い
。
L.O
ppenheim
,International

Law
:
A
T
reatise,V
ol.1
(London
:Longm
ans,Green,and
Co.,1905),p.327.ハ
ー
シ
ェ
イ
も
、「
反
乱
者
の
船
舶
は
、
中
立
通
商
に

対
し
て
掠
奪
を
行
わ
な
い
限
り
海
賊
と
は
見
な
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
る
が
、
や
は
り
そ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
実
質
的
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。
A
m
os
S.H
ershey,T
he
E
ssentialsofInternationalPublic
Law
(N
ew
Y
ork
:T
he
M
acm
illan
Com
pany,1919),p.224.

(193
)
PaulFauchille,T
raité
de
droitinternationalpublic,tom
e
1,2e
partie,Paix
(Paris:Librairie
A
rthur
Rousseau,1925),

pp.72,73,74,79.

(194
)
Ibid.,
p.74.

(195
)
Ibid.,
p.75.
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(196
)
Ibid.,
p.77.

(197
)
Ibid.,
p.78.

(198
)
Ibid.

(199
)
Ibid.,
p.79.

(200
)
Ibid.

(201
)
Ibid.

(202
)
J.de
Louter,Le
droit
international
public
positif,
tom
e
1
(O
xford
:Im
prim
erie
de
l’U
niversité,1920,p.412.

(203
)
菅
野
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
窃
盗
目
的
」
と
は
、
一
般
に
は
「
窃
盗
意
思
（
anim
us
furandi）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、「
窃
盗
意

思
」・「
窃
盗
目
的
」
は
、「
私
的
目
的
」
の
一
類
型
で
あ
る
。「
窃
盗
目
的
」
は
、「
私
的
目
的
」
よ
り
も
狭
い
概
念
で
あ
る
が
、
海
賊
行
為
の

定
義
の
中
に
「
窃
盗
目
的
」
や
「
私
的
目
的
」
と
い
う
要
素
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
政
治
的
目
的
」
で
行
わ
れ
る
行
為
が
海
賊
行
為
概
念

か
ら
除
外
さ
れ
る
。
菅
野
・
前
掲
注
（
⚕
）
六
二
頁
。
問
題
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
一
つ
の
国
の
臣
民
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
」

こ
と
が
何
故
必
要
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
菅
野
は
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
が
海
賊
行
為
は
「
す
べ
て
の
国
家
を
危
険
に
さ

ら
す
（
un
danger
pour
tous）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
（
de
Louter,supra
note
202,p.412）
に
着
目
し
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
は
海
賊
行
為

概
念
に
「
無
差
別
性
」
と
い
う
要
素
を
含
め
て
い
る
と
理
解
す
る
。
菅
野
・
前
掲
注
（
⚕
）
六
二
頁
。
し
か
し
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
が
右
の
よ
う

に
述
べ
る
の
は
、
海
賊
行
為
の
性
質
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
国
際
法
上
の
犯
罪
な
の
か
ど
う
か
を
述
べ
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
り
、「
す
べ
て
の

国
家
を
危
険
に
さ
ら
す
（
un
danger
pour
tous）」
と
い
う
要
素
を
海
賊
行
為
の
定
義
の
中
に
含
め
て
い
る
か
ど
う
か
は
か
な
り
疑
問
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
海
賊
行
為
は
国
際
法
上
の
犯
罪
（
un
délitde
droitinternational）
で
あ
る
と
考
え
る
者
も

あ
る
が
、
一
般
に
は
、
海
賊
行
為
は
、
諸
国
の
共
通
利
益
を
害
す
る
（「
す
べ
て
の
国
に
対
す
る
危
険
を
構
成
す
る
（
constitute
un
danger

pour
tous）」）
も
の
で
あ
る
が
故
に
す
べ
て
の
国
の
協
力
に
よ
り
（
par
la
collaboration
de
tous）
鎮
圧
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
も
、
こ
の
考
え
が
正
し
い
と
述
べ
る
。
de
Louter,supra
note
202,p.41.こ
こ
で
は
、
海
賊
行
為
が
国
際
法
上
の

犯
罪
で
は
な
く
諸
国
の
共
通
利
益
を
害
す
る
犯
罪
だ
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
無
差
別
に
行
わ

れ
な
け
れ
ば
海
賊
行
為
に
当
た
ら
な
い
、
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
デ
・
ラ
ウ
テ
ル
に
お
い
て
、
自
国
が
被
害
を

受
け
な
い
限
り
第
三
国
が
反
乱
団
体
の
行
為
を
海
賊
行
為
と
見
な
す
べ
き
で
な
い
根
拠
は
、
不
干
渉
原
則
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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(204
)
Ibid.,
p.424.

(205
)
Gidel,supra
note
52,pp.314-315［
傍
点
引
用
者
].

(206
)
Ibid.,
p.315.

(207
)
Ibid.,pp.316-317
(“Iln’y
a
pas,à
notre
avis,lieu
d’exiger
pour
qu’ily
ait
crim
e
de
piraterie
l’«intention
d’hostilité

universelle».”).

(208
)
Ibid.,
p.317.

(209
)
Ibid.

(210
)
Ibid.,
p.320.

(211
)
Ibid.,
pp.320-321.

(212
)
Ibid.,
p.320.

(213
)
Ibid.

(214
)
Ibid.,
p.323.

(215
)
国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
れ
ば
、
乗
組
員
が
反
乱
を
起
こ
し
て
支
配
し
て
い
る
軍
艦
は
、
海
賊
行
為
の
定
義
規
定
で
あ
る
第
一
〇
一
条
の
適

用
上
「
私
有
の
船
舶
」
と
見
な
さ
れ
る
（
第
一
〇
二
条
）
が
、
乗
組
員
に
よ
る
軍
艦
の
乗
っ
取
り
行
為
自
体
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
の
で
は
な

く
、
乗
っ
取
っ
た
軍
艦
を
用
い
て
「
他
の
船
舶
」（
第
一
〇
一
条
）
に
対
す
る
暴
力
行
為
を
行
わ
な
け
れ
ば
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
。

(216
)
E.g.,菅
野
・
前
掲
注
（
⚕
）
五
七
―
五
九
頁
。

(217
)
H
all,supra
note
9,pp.214-225.

(218
)
Ibid.,
pp.216-217.本
文
で
は
、
ホ
ー
ル
が
「
未
だ
交
戦
団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
が
行
う
暴

力
行
為
に
つ
い
て
論
じ
始
め
る
『
国
際
法
』
二
一
六
頁
の
第
三
段
落
以
降
の
議
論
を
検
討
し
た
が
、
実
は
そ
の
前
に
、
海
賊
行
為
の
特
徴
と
し

て
の
「
authority（
権
限
;授
権
;権
威
）」
の
不
存
在
や
「
責
任
を
負
う
（
responsible）」
団
体
の
不
存
在
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
が
あ
る

（
二
一
四
頁
の
最
終
段
落
か
ら
二
一
六
頁
の
第
二
段
落
）。
先
行
研
究
の
中
に
は
、
こ
の
箇
所
を
重
視
し
て
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
に
お
い
て
海

賊
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
を
区
別
す
る
基
準
は
「
責
任
」
を
負
う
団
体
の
存
否
で
あ
る
と
論
ず
る
も
の
が
あ
る
。
E.g.,H
alberstam
,

supra
note
12,p.288
;川
上
・
前
掲
注
（
12
）
八
―
一
四
頁
。
森
田
・
前
掲
注
（
10
）
一
一
頁
も
、「
従
来
極
め
て
有
力
な
理
解
は
、
海
賊

論 説
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行
為
の
取
締
は
、
直
接
『
責
任
』
を
負
う
『
団
体
』
が
存
在
し
な
い
も
の
に
対
し
て
、
各
国
が
直
接
の
管
轄
権
を
及
ぼ
す
こ
と
を
認
め
合
う
と

捉
え
る
も
の
で
あ
る
（
い
わ
ば
『
授
権
』（
authorisation
;authorization
;authority）
不
存
在
説
）。
こ
れ
は
、
国
家
の
積
極
的
関
与
の

要
素
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
責
任
』
関
係
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
こ
に
付
け
た
脚
注
で
、「
英
米
の
学
説
に
お
い
て

は
、
H
all
が
、
海
賊
に
つ
い
て
、
責
任
を
持
ち
得
な
い
こ
と
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
授
権
の
不
存
在
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
が
、
先
駆
研

究
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
以
下
で
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
こ
の
箇
所
を
重
視
し
て
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
を
理
解
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、

海
賊
行
為
は
、
行
為
の
種
類
に
お
い
て
も
そ
の
道
徳
的
価
値
に
お
い
て
も
様
々
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
が
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
の
は
、「
そ

の
行
為
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
の
国
に
責
任
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
不
可
能
ま
た
は
不
公
平
と
な
る
事
情
の
下
で
行
わ
れ
る
（
they
are
done

under
conditions
w
hich
render
itim
possible
or
unfair
to
hold
any
state
responsible
for
their
com
m
ission）」
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
国
の
軍
艦
が
違
法
な
侵
害
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
被
害
者
は
軍
艦
所
属
国
の
政
府
に
対
し
て
救
済
（
redress）
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
対
し
、「
出
所
不
明
の
人
間
の
集
団
（
a
body
of
m
en
of
uncertain
origin）」
が
同
様
の
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、「
彼
ら

に
対
す
る
管
理
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
一
つ
の
国
が
他
の
国
よ
り
も
多
く
の
権
利
を
も
っ
た
り
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
い
ず

れ
か
一
つ
の
国
が
他
の
国
よ
り
も
多
く
の
責
任
を
負
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
（
no
one
state
has
m
ore
right
ofcontrolover

them
,
or
m
ore
responsibility
for
their
doings,than
another）」
の
で
、
す
べ
て
の
国
が
海
賊
を
拿
捕
し
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
（
後
者
の
場
合
、「
出
所
不
明
の
人
間
の
集
団
」
が
行
う
も
の
な
の
で
、「
い
ず
れ
か
の
国
に
責
任
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
不
可
能
」
な
状
況

に
当
た
る
）。
Ibid.,
p.215.こ
こ
で
ホ
ー
ル
は
、
国
の
軍
艦
が
行
う
行
為
と
、
純
粋
に
私
的
な
―
―
し
か
も
「
出
所
不
明
の
」
―
―
集
団
が

行
う
行
為
と
を
対
比
さ
せ
、
前
者
の
場
合
は
国
が
国
際
責
任
を
負
え
る
の
に
対
し
後
者
は
そ
う
で
は
な
い
と
論
ず
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ホ
ー

ル
は
、
承
認
さ
れ
た
交
戦
団
体
や
未
承
認
反
乱
団
体
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
一
般
に
、
交
戦
団
体
や
未
承
認
反
乱
団
体
は
、

反
乱
に
成
功
し
た
場
合
に
は
反
乱
時
に
ま
で
遡
っ
て
国
際
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
が
、
反
乱
に
失
敗
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
団
体
や
、
あ
る

い
は
内
戦
の
相
手
方
で
あ
る
既
存
政
府
が
国
際
責
任
を
負
う
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
（
海
賊
論
に
関
連
し
て
こ
の
点
を
適
切
に
指
摘
す
る
も

の
と
し
て
、
Gidel,supra
note
52,p.329
;森
田
・
前
掲
注
（
10
）
一
一
、
一
四
頁
）。
ホ
ー
ル
も
、
こ
の
一
般
的
な
見
解
と
違
う
見
解
は

述
べ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
は
、
交
戦
団
体
や
未
承
認
反
乱
団
体
が
行
う
行
為
も
、
少
な
く

と
も
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
海
賊
行
為
に
該
当
し
な
い
と
考
え
る
（
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
は
「
責
任
を
負
う
」
団
体
が
存
在
し
な
い
の

未承認反乱団体が海上で行う暴力行為と海賊行為との関係（四・完）
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に
も
か
か
わ
ら
ず
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
）。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
に
お
い
て
、「
責
任
を
負
う
」
団
体
の
不
存
在
と

い
う
特
徴
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

こ
の
疑
問
に
対
す
る
明
確
な
答
え
を
ホ
ー
ル
は
示
し
て
は
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ル
の
海
賊

論
は
、「
海
賊
と
は
…
…
主
権
者
か
ら
の
権
威
に
基
づ
か
ず
に
海
上
ま
た
は
陸
上
で
掠
奪
を
行
う
者
た
ち
で
あ
る
（
Pirates...are
persons

w
ho
depredate
by
sea
or
land
w
ithoutauthority
from
a
sovereign）」
と
い
う
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
（
Bynkerhoek）
の
海
賊
の

定
義
を
示
す
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
定
義
は
広
す
ぎ
る
面
も
狭
す
ぎ
る
面
も
あ
る
が
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
は
使

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
あ
く
ま
で
も
「
出
発
点
」
と
し
て
便
宜
的
に
使
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
定
義
が
正
し
い
と
は
述
べ
て
い
な

い
）。
そ
の
上
で
、
ホ
ー
ル
は
、
国
家
の
「
authority」
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
行
為
と
、「
出
所
不
明
の
人
間
の
集
団
」
が
行
う
行
為
（
つ
ま

り
何
の
「
authority」
に
も
基
づ
か
な
い
行
為
）
に
つ
い
て
、
先
に
引
用
し
た
通
り
、「
責
任
」
を
と
る
団
体
が
あ
る
か
ど
う
か
の
違
い
が
あ

る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
ホ
ー
ル
は
、
主
権
国
家
と
「
出
所
不
明
の
人
間
の
集
団
」
と
い
う
両
極
端
な
集
団
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
両
極
端
な
集

団
に
限
っ
て
は
、「
authority」
の
存
否
と
か
「
責
任
」
を
と
る
団
体
の
存
否
と
い
う
基
準
で
海
賊
か
ど
う
か
を
区
別
で
き
る
と
述
べ
て
い
る

と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
両
極
の
間
に
は
様
々
な
集
団
が
存
在
す
る
（
交
戦
団
体
承
認
さ
れ
た
交
戦
団
体
、
交

戦
団
体
承
認
を
受
け
る
に
値
す
る
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
反
乱
団
体
、
交
戦
団
体
承
認
に
値
す
る
条
件
を
満
た
し
て
は
い
な
い
が
政
治
的
目
的

で
行
動
す
る
集
団
な
ど
）。
本
稿
の
本
文
で
検
討
し
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
諸
集
団
に
つ
い
て
の
ホ
ー
ル
の
議
論
で
あ
り
、
ホ
ー
ル
は

そ
の
中
で
、「
海
賊
行
為
の
基
準
は
権
限
あ
る
権
威
の
不
在
（
the
absence
of
com
petent
authority）
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
、
公
的

目
的
と
対
比
さ
れ
る
私
的
目
的
の
追
及
で
あ
る
点
に
存
す
る
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
authority」
の
存
否
で
海
賊
か
ど
う
か
を
区
別
で
き

る
の
は
、
主
権
国
家
や
「
出
所
不
明
の
人
間
の
集
団
」
の
よ
う
な
極
端
な
場
合
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
両
極
の
間
に
あ
る
様
々
な
集
団
ま

で
含
め
て
考
え
る
場
合
に
は
、「
authority」
の
存
否
と
か
「
責
任
」
を
負
う
団
体
の
存
否
は
基
準
に
な
り
得
ず
、
別
の
基
準
を
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
文
で
検
討
し
た
の
は
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
に
お
い
て
そ
の
基
準
が
何
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

(219
)
Ibid.,
p.217［
傍
点
引
用
者
].

(220
)
Ibid.［
傍
点
引
用
者
].

(221
)
Ibid.,
pp.217-218［
傍
点
引
用
者
].

論 説

(阪大法学) 68 (4-70）852〔2018.11〕



(222
)
Ibid.,
p.218［
傍
点
引
用
者
].

(223
)
Ibid.,
p.28.

(224
)
Ibid.,
p.218.

(225
)
Ibid.,
p.25.

(226
)
Ibid.,
pp.26-27.

(227
)
Ibid.,
pp.27-28.

(228
)
Ibid.

(229
)
Ibid.,
p.28［
傍
点
引
用
者
].

(230
)
Ibid.,
p.25.

(231
)
Ibid.,
p.28.

(232
)
Ibid.,
p.219.

(233
)
Ibid.,
pp.219-222［
傍
点
お
よ
び
傍
線
は
引
用
者
が
付
け
た
も
の
].

(234
)
Ibid.,
p.219.

(235
)
Ibid.,
p.220［
傍
点
引
用
者
].

(236
)
Ibid.［
傍
点
引
用
者
].

(237
)
Republic
of
Bolivia
v.Indem
nity
M
utual
M
arine
A
ssurance
Com
pany,supra
note
159,p.792.

(238
)
H
all,supra
note
9,p.225.

(239
)
Ibid.,
p.220.

(240
)
Ibid.,
pp.222-223.

(241
)
Ibid.,
p.223［
傍
点
引
用
者
].

(242
)
菅
野
・
前
掲
注
（
⚕
）
五
八
―
五
九
、
六
三
頁
。
川
上
・
前
掲
注
（
12
）
三
九
―
四
〇
頁
は
、
学
説
・
国
家
実
行
を
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
と
し
て
は
「
無
差
別
性
」
は
海
賊
行
為
の
要
件
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
ホ
ー
ル
の
海
賊
論
の
理
解
と
し
て
は
、
ホ
ー
ル
が
「
無
差
別
性
」

を
要
件
と
し
て
い
る
と
述
べ
る
（
そ
の
際
に
見
て
い
る
の
が
や
は
り
ホ
ー
ル
『
国
際
法
』
の
二
二
〇
頁
で
あ
る
）。
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(243
)
H
all,supra
note
9,p.223.

(244
)
Ibid.,
p.220［
傍
点
お
よ
び
傍
線
は
引
用
者
が
付
け
た
も
の
].

(245
)
も
っ
と
も
、
こ
の
「
慣
行
」
が
打
算
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
国

内
で
行
わ
れ
て
い
る
政
治
的
闘
争
は
、
そ
の
他
国
の
当
事
者
間
の
解
決
に
委
ね
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
（
不
干
渉
原
則
ま
た
は
不
干
渉
の
政

策
）
が
右
の
「
慣
行
」
の
基
礎
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
本
稿
の
結
論
部
分
で
検
討
す
る
。

(246
)
Charles
Cheney
H
yde,InternationalLaw
:
Chiefly
as
Interpreted
and
A
pplied
by
the
U
nited
States,V
ol.1
(Boston
:

Little,Brow
n,and
Com
pany,1922),pp.414-417.

(247
)
Ibid.,
p.414［
傍
点
引
用
者
].

(248
)
Ibid［
傍
点
引
用
者
].

(249
)
Ibid.,
p.416.

(250
)
Ibid.

(251
)
Ibid.,pp.416-417［
傍
点
引
用
者
].な
お
、
引
用
文
の
最
後
の
文
章
に
あ
る
「
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
適
用
し
得
る
一
般
原
則
」
と
い

う
の
は
、
対
象
が
既
存
政
府
の
船
舶
で
あ
っ
て
も
第
三
国
船
舶
で
あ
っ
て
も
適
用
で
き
る
原
則
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
ハ
イ
ド
に
よ
れ

ば
、
同
一
の
行
為
が
、
あ
る
船
舶
（
自
国
政
府
の
船
舶
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
ら
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
の
に
、
別
の
船
舶
（
第
三
国
船
舶
）

に
対
し
て
行
わ
れ
た
ら
海
賊
行
為
に
な
る
と
い
う
の
は
変
で
あ
り
、
同
一
の
行
為
は
、
同
じ
原
則
に
照
ら
し
て
判
断
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。

(252
)
Bayard
to
Becerra,supra
note
140,p.274.

(253
)
H
yde,supra
note
246,pp.416-417.

(254
)
ハ
イ
ド
は
、
反
乱
団
体
の
行
う
行
為
で
反
乱
に
関
連
し
な
い
も
の
が
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
た
例
と
し
て
、
脚
注
で
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
事

件
（
本
稿
二
⚑
参
照
）
を
挙
げ
て
い
る
。
Ibid.,
p.417.

(255
)
Ibid.,
pp.77-78,81.

(256
)
ハ
イ
ド
は
他
国
の
革
命
に
対
す
る
干
渉
に
つ
い
て
論
ず
る
箇
所
で
、「
革、

命、

の、

鎮、

圧、

を
支
援
し
て
、
ま
た
は
革、

命、

の、

遂、

行、

を
支
援
し
て
行

う
干
渉
（
intervention
to
assist
in
suppressing
or
aiding
the
revolution）」
は
、
自
国
の
安
全
等
が
害
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
は
原
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則
と
し
て
正
当
性
を
欠
く
（
lack
justification）
と
述
べ
て
い
る
。
Ibid.,p.121［
傍
点
引
用
者
].ま
た
、
そ
う
し
た
干
渉
は
、「
革、

命、

に、

従、

事、

す、

る、

権、

利、

ま
た
は
革、

命、

を、

鎮、

圧、

す、

る、

権、

利、

の
否
定
（
a
denialofitsrightto
engage
in
orsuppressa
revolution）
で
あ
る
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
Ibid.,
p.122［
傍
点
引
用
者
].つ
ま
り
ハ
イ
ド
は
、
人
民
が
革
命
を
行
う
こ
と
も
、
政
府
が
革
命
を
鎮
圧
す
る
こ
と
も
、
双
方

を
同
列
に
権
利
と
し
て
認
め
て
お
り
、
政
府
だ
け
が
一
方
的
に
革
命
の
鎮
圧
権
を
も
つ
と
い
う
考
え
方
は
と
っ
て
い
な
い
。
も
し
仮
に
そ
の
よ

う
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
は
革
命
の
鎮
圧
に
必
要
な
ら
ば
外
国
に
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
外
国
も
そ
の
支
援
に
応
じ
て
軍
隊

の
派
遣
等
を
行
え
る
は
ず
で
あ
る
（
intervention
by
invitation）。
し
か
し
、
ハ
イ
ド
は
intervention
by
invitation
の
合
法
性
を
認
め

て
い
な
い
（
ハ
イ
ド
が
認
め
る
干
渉
の
正
当
化
事
由
は
、
自
衛
、
他
国
の
違
法
な
干
渉
の
防
止
、
国
民
に
対
す
る
過
酷
な
待
遇
（
harsh

treatm
entofnationals）、
国
際
義
務
の
慢
性
的
な
違
反
で
あ
り
、
革
命
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
安
全
（
security）
ま
た
は
何
ら
か

の
明
確
な
権
利
（
som
e
definite
right）
が
害
さ
れ
な
い
限
り
他
国
は
干
渉
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
）。
Ibid.,
pp.116-124.ハ
イ
ド
が

未
承
認
反
乱
団
体
の
行
為
を
一
定
の
条
件
の
下
に
海
賊
行
為
概
念
か
ら
除
外
す
る
の
は
、
そ
れ
が
、「
革
命
に
従
事
す
る
権
利
」
を
遂
行
し
て

行
う
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
犯
罪
行
為
と
同
列
に
扱
え
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
人
民
の
革
命
権
を
一
定
の
範
囲
で
認
め
る
こ
の
考
え
方

は
、
彼
の
政
府
承
認
論
に
も
現
れ
て
い
る
。
ハ
イ
ド
は
政
府
承
認
に
つ
い
て
論
ず
る
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
良
識
あ
る
諸
国
は
、

人
民
主
権
の
理
論
に
あ
か
ら
さ
ま
に
反
対
す
る
反
乱
政
府
は
短
命
に
終
わ
る
可
能
性
が
高
い
（
any
insurrectionary
governm
ent

notoriously
opposed
to
the
theory
ofpopularsovereignty
islikely
to
be
short-lived）
こ
と
、
ま
た
、［
そ
う
し
た
政
府
は
］
国
内

的
な
無
秩
序
を
抑
止
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
促
進
し
、
対
外
関
係
の
安
定
性
を
損
な
い
得
る
こ
と
を
認
識
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
諸
国
は
、
恣

意
的
で
本
質
的
に
非
人
民
的
な
者
た
ち
の
運
動
が
政
府
的
な
支
配
に
至
る
の
を
、
そ
の
や
り
方
が
神
の
法
ま
た
は
人
間
の
法
を
無
視
し
て
い
る

場
合
に
は
、
抑
止
す
る
意
思
を
表
明
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
る
（
T
hey
appear
to
be
increasingly
disposed
to
discourage
the

activities
ofarbitrary
and
essentially
non-popular
aspirants
to
governm
entalcontrol,w
hen
their
m
ethods
are
heedless
of

the
law
of
God
or
m
an）。
そ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
承
認
の
付
与
を
出
来
る
限
り
遅
ら
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
反
対
側
の
勢
力
に
道

徳
的
支
援
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
according
ofrecognition
m
ay
be
fairly
delayed
as
long
as
possible,and
m
oralsupport

thus
given
the
opposition）」。
Ibid.,
p.67.ま
た
、
ハ
イ
ド
は
、
米
国
の
ス
ワ
ー
ド
（
Sw
ard）
国
務
長
官
が
一
八
六
二
年
に
表
明
し
た

政
府
承
認
の
原
則
、
す
な
わ
ち
、「［
政
府
の
］
交
代
が
人
民
の
意
思
に
反
し
て
押
し
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
人
民
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

（
the
change
w
asadopted
by
the
people
ratherthan
im
posed
upon
them
againsttheirw
ill）
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
は
」
政
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府
承
認
を
し
な
い
と
い
う
原
則
が
、
一
時
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
最
近
で
は
再
び
米
国
政
府
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
Ibid.,
pp.69-70.こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
ド
は
、
人
民
の
革
命
権
と
か
人
民
主
権
と
い
う
考
え
方
を
積
極
的
に
支
持

し
採
用
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
考
え
方
が
、
政
府
承
認
の
付
与
を
遅
ら
せ
る
と
い
う
消
極
的
な
形
で
国
家
実
行
の
中
に
現
れ
て

い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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